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平成２３年度 事業報告書 

 

 平成23年度は、3月に発生した東日本大震災と福島原子力発電所被災による放射能問題が事業運営に大きな影響

を与えました。4 月に予定しておりました東京セブンズをはじめ、高校選抜大会等多くの大会が中止を余儀なくされた

ことは誠に残念でありました。 

 

しかしながら、被災地のラグビーファミリーを援助する目的で設立した支援会には国内外から多くの支援が寄せられ、

日本代表、トップリーグ、大学各チームのボランティア活動も活発に展開されました。このことは、ラグビー界の持つ友

情と絆の強さを改めて示したものと思われます。 

 

 また、9月・10月にＲＷＣ2011ニュージーランド大会が開催され、日本代表は目標とした２勝以上を達成できず３敗１

引分けの不本意な成績に終わりました。ＲＷＣ2019 の日本開催が決定後、初めてのワールドカップということで多くの

期待を背負っての大会であっただけにこの結果は真摯に受け止めねばなりません。 

大会終了後、世界八強会議等においてレヴュー、評価を実施し、新たに設置した日本代表新体制検討会議において、

ヘッドコーチにエディー・ジョーンズ氏を任命しました。今後、新しいジャパンスタイルを創りあげてくれるものと期待し

ております。 

 

平成23年度 実施事業 

日本協会のビジョンである「ラグビー競技が誰からも 

愛され、親しまれ、楽しめる人気の高いスポーツにする」 

ことの実現を目指して、各関係方面のご支援・ご協力の

もと、各大会および各事業を実施した。 

 

国内大会関係 

1．第53回YC＆AC JAPAN SEVENS 

中止 

2.セブンズフェスティバル2011 

 5月29(日) 秩父宮 

 男子12チーム 女子3チーム 

 優勝 （カップ）男子7人制日本代表 

     （コンソレーション）リコーブラックラムズ 

3．第12回全国高等学校選抜大会 

中止 

4．ジャパンセブンズ高校の部2011 

中止 

5．第7回全国高等学校合同チーム大会 

7月26日(火)～28日(木) 菅平高原サニアパーク 

優勝（U１７の部） 

    (カップ)   九州ブロック 

    (プレート) 東海ブロック 

    (ボウル)  北海道ブロック 

優勝（U18の部） 

 (カップ)   近畿ブロック 

    (プレート)  中国ブロック 

    (ボウル)   北信越ブロック 

 

 

 

 

6．ジャパンラグビ－ トップリ－グ2011-2012 

リ－グ戦 10月29日(土)～平成24年2月5日(日) 

場所 ： 開催都道府県 25 開催会場数 31  91試合  

＜リーグ戦＞ 

  ・1位 サントリーサンゴリアス          勝点 57 

  ・2位 東芝ブレイブルーパス         勝点 55 

   ・3位 パナソニックワイルドナイツ      勝点 53 

・4位 ＮＥＣグリーンロケッツ          勝点 41 

・5位 近鉄ライナーズ                勝点 39 

・6位 神戸製鋼ｺﾍﾞﾙｺｽﾃｨｰﾗｰｽﾞ       勝点 38 

・7位 リコーブラックラムズ            勝点 38 

・8位 ヤマハ発動機ジュビロ          勝点 35 

・9位 ＮＴＴｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞｼｬｲﾆﾝｸﾞｱｰｸｽ 勝点30 

・10位 トヨタ自動車ｳﾞｪﾙﾌﾞﾘｯﾂ         勝点 29 

・11位 福岡サニックスﾌﾞﾙｰｽ          勝点 25 

・12位 ＮＴＴﾄﾞｺﾓﾊﾘｹｰﾝｽﾞ            勝点 15 

・13位 ホンダヒート                勝点 13 

・14位 ｺｶ・ｺｰﾗｳｴｽﾄﾚｯﾄﾞｽﾊﾟｰｸｽ       勝点 12 

※上位4チームがプレーオフトーナメントに出場     

＜プレーオフ＞ 

平成24年2月19日(日)、26（日） 秩父宮 

※サントリーサンゴリアスは4年ぶり 2度目優勝  
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7．トップリーグ入替戦および昇格 

＜入替戦  平成24年3月3日（土） ＞ 

   ・サニックス   (39-17)   豊田自動織機 

・ＮＴＴﾄﾞｺﾓ   （29-27）   クボタ 

    ※ヤマハ・ＮＴＴコムは残留 

＜自動昇格＞ 

・キヤノン 

・九州電力 

8．トップリーグ FOR ALL チャリティーマッチ 

平成24年3月25日(日) 仙台ユアテックスタジアム  

   ORANGE   (50-73)   GREEN 

9．第66回 国民体育大会＜主催（公財）日本体育協会＞ 

10月2日(日)～6日(木) 山口県 山口市 

優勝：成年男子 愛知県（31-14）東京都  

※愛知県は10年ぶり4度目の優勝 

優勝：少年男子 福岡県（33-15）佐賀県  

・福岡県は4年連続5度目の優勝 

10．第24回女子ラグビー交流大会(合同) 

 11月23日（木） 江戸川陸上競技場 

11．第10回東西学生クラブ対抗試合 

12月18日（日） 熊谷ラグビー場 

・早稲田コンプレックス （60-７） 関西学院大上ヶ原 

12．第48回全国大学選手権大会 

12月18日(日)～平成24年1月8日(日) 

優勝：帝京大学 
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13．第91回全国高等学校大会 

12月27日(火)～平成24年1月7日(土)  花園 

準決勝：平成24年1月5日（木） 

東福岡高校 （28-5） 常翔学園高校 

東海大仰星高校 （17-15） 御所実業高校 

決勝：平成24年1月7日（土） 

東福岡高校 （36-24） 東海大仰星高校 

  ※東福岡高校は3年連続4回目の優勝 

14．第4回U18合同チーム東西対抗戦 

  平成24年1月7日(土)  花園 

  ・西軍 （57-7） 東軍 

15．第19回全国クラブ大会 

12月25日(日)～平成24年１月29日（日）  

準決勝：平成24年1月8日（日）  熊谷 

    神奈川タマリバ （34-0） 名古屋クラブ 

六甲ファイティングブル（27-14）駒場ＷＭＭ 

決勝 ：平成24年1月29日(日)  秩父宮 

   神奈川タマリバ（12-24）六甲ファイティングブル 

16．第62回全国地区対抗大学大会 

平成24年1月2日(月)～6日（金) 名古屋市瑞穂公園 

準決勝  平成24年1月4日(水) 

  九州大学 （7-57） 東京都市大学 

  愛知学院大学 （46-20） 新潟大学 

決勝  平成24年1月6日(金) 

 東京都市大学 （15-33） 愛知学院大学 

 ※愛知学院大学は2年ぶり 3回目の優勝 

17．第42回全国高等専門学校大会 

平成24年1月4日(水)～9日（月） 

  準決勝  平成24年1月7日(土)  

神戸総合ユニバー記念陸上競技場 

     佐世保工業高専 （14-28） 神戸市立工業高専 

     仙台高専・名取 （15-12） 奈良工業高専 

   決勝 平成24年1月9日（日） 

     神戸市立工業高専 (22-12) 仙台高専名取 

 ※神戸市立工業高専は3年ぶり7回目の優勝 

18．第17回全国ジュニアラグビー大会 

12月29日（木）～31日(土) 花園ラグビー場 

 第１ブロック 優勝 

    福岡県選抜 (24-28) 奈良県中学生選抜 

 第２ブロック 優勝 

   神奈川県中学校選抜 (43-0) 愛知県中学校選抜    

19．第49回日本選手権大会 

平成24年2月25日(土)～3月18日(日) 

優勝：サントリーサンゴリアス 
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20．第8回全国小学生タグラグビー選手権大会 

平成24年3月18日（日） 国立 

＜優勝＞ 

（カップ）：山口市立良城小学校ホワイトダイヤモンズ 

（プレ-ト）：臼杵市立市浜小学校市浜デンジャラス 

（ボウル）：恩納村立沖泊小学校沖泊TRC 

 

 国際大会・海外遠征関係  

＜高校＞ 

1．サニックス ワ－ルドラグビーユース交流大会 

4月28日(木)～5月5日(木) 福岡 グローバル 

・優勝  ：ハミルトン ボーイズハイスクール（NZ） 

・準優勝：ｱｲｳﾞｨｰﾌﾞﾘｯｼﾞｺﾐｭﾆﾃｨｶﾚｯｼﾞ（イングランド） 

・3位 ：パールボーイズハイスクール（南ア） 
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・4位 ：桐蔭学園高校（日本） 

・5位 ：東福岡高校(日本) 

・6位 ：常翔学園高校(日本) 

・7位 ：佐賀工業高校（日本） 

・8位 ：筑紫高校（日本） 

・9位 ：国学院大学栃木高校（日本） 

・10位 ：国学院大学久我山高校（日本） 

・11位 ：京都成章高校（日本） 

・12位 ：尾道高校（日本） 

・13位 ：三好高校（日本） 

・14位 ：関西学院高等部（日本） 

・15位 ：キョンサンハイスクール（韓国） 

・16位 ：大阪朝鮮高級学校（日本） 

 

2．第1９回 日・韓・中 ジュニア交流競技大会 

＜主催（公財）日本体育協会＞ 

8月23日（火）～25日（木）  日本 愛知 

・日本代表 （33-12） 韓国代表 

・日本代表 （84-0） 中国代表 

※日本代表は2戦2勝 

3．高校日本代表 フランス・イタリア遠征 

平成24年3月11日（金）～27日（日） 

・第1戦 高校代表（15-20）U18 イタリア代表Ｂ 

・第2戦 高校代表（15-19）U18 イタリア代表 

・第3戦 高校代表（27-20）U18フランス代表 

・第4戦 高校代表（51-10）U18 ﾄｩｰﾙｰｽﾞｱｶﾃﾞﾐｰ 

※高校日本代表は2勝2敗 

＜日本女子代表＞ 

(15人制) 

1. 女子日本代表 ＶＳ 女子香港代表 

  4月30日（月） 香港 

 ・女子日本代表（15-0) 女子香港代表. 

（7人制） 

1.ウィメンズセブンズ・チャンピオンズシップ2011 

10月1日（土）～2日（日）  インド 

1位 中国   2位 カザフスタン  3位 日本 

＜日本男子代表＞ 

（7人制） 

1．HSBCセブンズワールドシリーズ オーストラリア大会 

4月2日（土）～3日(日)  ｵｰｽﾄﾗﾘｱ ｱﾃﾞﾚｰﾄﾞ 

・カップ優勝  ニュージーランド 

・シールド優勝 日本 

 

 

2．東京セブンズ2011 

 4月16日（土）～17（日） 日本 秩父宮 

 中止 

3．HSBCアジアセブンズシリーズ 上海大会 

 8月27日（土）～28日（日）  中国 上海 

・カップ優勝  韓国 

・カップ3位  日本 

4．HSBCアジアセブンズシリーズ ボルネオ大会 

  9月24日（土）～25日（日） ﾏﾚｰｼｱ・ｺﾀｷﾅﾊﾞﾙ 

 ・カップ優勝 日本選抜 

5.シンガポール クリケットセブンズ 

11月4日（金）～6日（日）  シンガポール 

  ・１位 Daveta 

  ・日本 カップ準決勝敗退 

6. HSBCセブンズワールドシリーズ オーストラリア大会 

11月25日(金)～26日（土） 豪州 ゴールドコースト 

    ・カップ優勝  フィジー 

・シールド準優勝  日本 

7. HSBCセブンズワールドシリーズ ニュージーランド大会 

 平成24年2月3日（金）～4日（土） ＮＺ ウエリントン 

    ・カップ優勝  ニュージーランド 

・日本 シールド準決勝敗退 

8. HSBCアジアセブンズシリーズ バンコクセブンズ 

 平成24年2月11日（土）～12日（日）  タイ バンコク 

・カップ準決勝 日本選抜 

9. HSBCセブンズワールドシリーズ アメリカ大会 

 平成24年2月10日（金）～12日（日）  ｱﾒﾘｶ ﾗｽﾍﾞｶﾞｽ 

   ・カップ優勝 サモア 

・日本 ボウル準決勝敗退 

10. HSBCセブンズワールドシリーズ 香港大会 

 平成24年3月23日（金）～25日（日） 香港 

   ・カップ優勝 フィジー 

・シールド4位 日本 

11. HSBCセブンズワールドシリーズ 東京大会 

 平成24年3月31日（土）～4月1日（日） 東京 秩父宮 

   ・カップ優勝 オーストラリア 

・日本 16位 

（Ａ代表） 

1．ニュージーランド遠征 

 6月12日（日）～7月4日（月） ニュージーランド   

  日本選抜 （22-8） マールボロ地区代表 

  日本選抜 （34-9） タスマン州代表 

  日本選抜 （36-20） ﾉｰｽｶﾝﾀﾍﾞﾘｰ地区代表 

（Ｕ２０） 

1．ジュニアワールドトロフィー2011 

5月24日（火）～6月5日（火） グルジア 

決勝  日本代表 （24 -31） サモア代表 

※日本代表はＪＷＣ昇格ならず 

2. アジアチャンピオンシップ 

 6月25日（土）～29日（水） 香港 

日本代表 （38-8） 香港 

ジュニアワールドトロフィー（グルジア大会）出場権獲得 

 

（15人制日本代表） 

1．アジア 5カ国対抗2011 

・4月30日（土）  香港 

日本代表 （45-22） 香港代表 

・5月 7日（土） バンコク 

 日本代表 （61-0） カザフスタン代表 

・5月13日（金） ドバイ 
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 日本代表 （111-0） ＵＡＥ代表 

・5月21日 コロンボ 

 日本代表 （90-13） スリランカ代表 

2. 東日本大震災復興支援チャリティマッチ 

・6月26日（日） 秩父宮 

   日本代表（49-7） トップリーグＸＶ 

3. パシフィック・ネ-ションズカップ 

・7月2日（土） 東京 秩父宮 

日本代表 （15-34） サモア代表 

・7月9日（土） フィジー 

日本代表 （28-27） トンガ代表 

・7月13日（水） フィジー 

日本代表 （24-13） フィジー代表 

※ 日本代表 初優勝 

4．イタリア遠征 

 7月25日（月）～8月15日（月） 

・8月13日（土） イタリア チェゼーナ 

  日本代表（24-31）イタリア代表 

5．リポビタンDチャレンジマッチ 

（ＲＷＣ2011ＮＺ大会壮行試合） 

8月21日（日） 秩父宮 

日本代表 （20-14） アメリカ代表 

6．ワールドカップ2011 ＮＺ大会 

遠征期間：8月29日（月）～9月29日（木） 

9月10日（日） オークランド 

日本代表 （20-4７） フランス代表 

  9月16日(金)  ハミルトン 

日本代表 （7-83） ニュージーランド代表 

  9月21日(水)  ファンガレイ 

日本代表 （18-31） トンガ代表 

  9月27日(火)  ネピア 

日本代表 （23-23） カナダ代表 

※詳細は日本代表事業委員会報告（Ｐ12）を参照願います。 

 

 各委員会関係 

各委員会・各部門は次の事業を実施した。 

1．管理委員会 

（1）法務部門 

① 個別契約および定型契約等の指導を行った。 

② 各イベントに関する諸契約の指導を行った。 

③ その他日常業務に関する相談を行った。 

④ 就業規則等協会の内部諸規定の改定につき助言を

行った。 

 

（2）財務部門 

１．H23 度決算についてのレビューを行い、協会の財務状

況を把握し、課題抽出を行った。 

２．H24 年度予算編成に向け、各委員会から事前検討資料

の提出を求め、概算要求額の積み上げを行った。 

３．主要な事業についてヒヤリングを行い、次年度予算作成

に向けた課題について取りまとめを行った。 

４．平成24年度予算作成に当たって、収支金額の調整に関

する議論に参画し、助言を行った。 

 

 

（3）環境部門 

  環境部門は、スポーツにおける環境活動への取り組み

事例の研究及び検討を行い、『社会貢献活動の１つと位

置付け、ラグビーを通じて環境保全に関する啓発・実践

活動の推進を図る』ことをテーマとして下記の事業を実施

した。 

 

１．事業活動 

① 日本協会『環境保全活動推進宣言』に基づいた推進活

動の広域的な展開 

② 地球温暖化防止のための『チャレンジ２５キャンペーン』

（環境省主管） 

加盟メンバーとして環境保全活動への協力 

③ 各委員会との連携・協力体制を強化し環境啓発ＰＲ活

動推進 

④ 日本代表チーム、トップリーグとのコラボレーションによ

る相乗効果 

⑤ 2011年12月2日開催のＪＯＣ環境担当者会議に参加し

他団体の取り組み事例の研究 

⑥ 2016 年リオデジャネイロオリンピック（公式競技決定）、

2019 年ワールドカップ（日本開催決定）に向けての環境

ＰＲの発信 

 

２．具体的な実施内容 

①広報活動（環境啓発ＰＲ） 

  広報委員会との連携によりホームページ、機関紙、大会

プログラム、メンバー表等への掲出により関係者、ファン

への環境保全運動を推進した。 

・ 「FOR ALL,  FOR EARTH」の日本協会環境タイライ

ン活用 

・ 「チャレンジ２５キャンペーン」の露出ＰＲ 

②省エネルギー、エコ商品利用、試合観戦時の公共交通

機関利用、ゴミ分別回収協力の呼び掛け。 

③秩父宮ラグビー場での「エコキャップ運動」を展開し、エ

コキャップを今までの累計で 88,760 個が集められ、世界

の子供たちへのワクチン、東日本大震災の義援金の寄

付としての協力に繋げることが出来た。 

④試合開催時に「チャレンジ２５」イベントブースを設置し、

ファンへの参加協力呼びかけ（朝チャレ！） 

⑤トップリーグ参加チームと日本協会による「Try For Green

プロジェクト」を展開。トライ数に応じた寄附により、森林

保全活動「トップリーグの森」支援を行う（２月27日網走市

長に寄付金を寄託） 

⑥省エネルギー、エコ商品利用、試合観戦時の公共交通

機関利用の推奨 
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２．国際委員会 

◎重点目標 

＜2019 ワールドカップ日本開催を視野に入れた海外と

のネットワークづくり＞ 

1． 海外からの情報収集の強化 

2． 海外への情報発信の強化 

 IRB及びARFUへの理事選出により、国際統括

団体からの情報収集の迅速化と発信力の強化

を実現 

3． 海外との積極的なコミュニケーション作り 

4． 特にアジアでのリーダーシップを取るための各種

活動を展開する。 

 普及競技力向上委員会との協力のもと、「アジア

ン・スクラム・プロジェクト」を立ち上げ、アジア各

国への各種サポートを実施 

＜一般項目＞ 

1． ＩＲＢ関連  

① IRB議事録の管理・活用を図った。 

② IRB通達およびリリース翻訳の各部署へ迅速に提供

した。 

③ IRBおよび IRB理事国との諸連絡の強化を図った。 

2． アジア理事会関連 

① アジアラグビー協会の議事録の管理・活用を図っ

た。 

② アジア協会および理事国との諸連絡の徹底を図っ

た。 

③ アジア協会諸事業に支援を実施した。 

3． 国際試合関連業務の強化 

① 各種国際会議への参加、各国との交渉により、計画

的に国際試合を計画し実施した。 

② 計画的に国際試合および海外チーム受け入れ計画

を作成し実施、スムーズな運営を実施。 

③ リエゾンオフィサー育成のため、公募による募集、

事前研修などを実施。 

4．国際関連一般 

① 英文ホームページ、英文プレスリリース関連を定期

的に発信した。 

② クリアランスおよび海外遠征許可関連業務を徹底 

 

3．広報委員会 

(1) 協会活動に関するブランディング 

① 日本ラグビーの価値を高めるブランディング活動へ向

け、プロジェクトにより検討を開始 

② 日本ラグビーの現状調査を実施(2012.1～3 月)、ポジ

ションを把握した 

③ 今後、アクションプランを策定する 

 (2)  2019ＲＷＣ支援 

組織委員会と連動した報道支援を行った 

(3) インナー(内部)広報（地域協会と都道府県協会間のコミ

ュニケーション） 

データベースの構築とあわせメール機能による（メーリ

ング）三地域･都道府県協会への情報発 

体制の確立に向け準備をしている 

(4) 危機管理広報 

セブンス・アカデミー、高校代表、女子代表など各階

層へ「日本代表の広報対応とリスクマネジメント」の講

義を実施、あわせてセブンス・アカデミーでは、新たに

メディア･トレーニング講習を実施した 

(5) マスコミとのリレーション 

① ラグビー担当記者と懇談等を通じて継続的、良好な

関係作りを行った 

② 運動部長クラスと懇談等を通じて継続的、良好な関

係作りを行った 

③ ワールドカップ前（８月）や、国内シーズン後（１～２

月）など、時機に応じて協会幹部による報道機関へ

現状と今後への理解促進を目的に挨拶回りを実施

した 

④ 理事会後の専務理事会見の場を利用するなどし、

定期的にラグビー担当記者との意見交換を開催し、

双方の報道環境改善に努めた 

(6) 広報戦略の企画・立案 

①中・長期的なメディアプランの企画・立案 

 継続したステークホルダーとのコミュ二ケーションが

求められる広報業務の円滑な活動のため、委員会リ

ーダと職員広報担当者とのミーティングを定期的に実

施、課題の抽出とアクションプランの策定を行った。 

(7) 情報発信 

① ファンをはじめとする、ステークホルダーへの情報

の接点となるホームページで、きめ細かい情報発信

を行った 

② ホームページでは、情報量、見易さなどを常に意識

し、改良することでユーザビリティーに心掛けた 

③ ワールドカップ・イヤーであり日本代表の専用サイト

を新たに立ち上げた 

④ 今後、注目を集めていく女子ラグビーの専用サイト

を新たに立ち上げた 

⑤ 機関誌「ラグビーフットボール」を年4回発行した 

⑥ 機関紙では、話題性のある記事掲載に努め、カラ

ーページを増やすなどし、見やすさ、読みやすさに

努めている 

(8) 日常広報業務 

① 各部門との連携に心がけ、デイリーな二ュース発信、

話題の発掘を行い、タイムリーで効果的手法（会見・

資料配信など）による情報提供を行った。 

② 協会・広報部門を主とする日常業務に対し、助言・判

断を行った 

・ 取材・会見等の対応 

・ ニュース・ソースの発掘 

・ ニュース・リリースの作成・配信 
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・ 関係先との調整 

・ 競技時広報の運営・支援・指導（地方） 

 

4．マーケティング委員会 

1. マーケティング収入の拡大のための施策 

①新規セールスコンテンツの開発 

2019年RWC日本開催、男女7人制ラグビーオリンピ

ック種目化をラグビー協賛のビジネス価値向上の機

会と捉え、新たなコンテンツ開発を行った。 

具体的には以下の通り。 

 ・2019年に向けた日本代表の更なる強化に向け、ト

ヨタ自動車様に日本代表オフィシャルスポンサー

として新たに協賛いただいた。4年契約。 

・2019 年に向けた次世代育成の中心となる全国中

学生大会に、23年度より太陽生命保険様に特別協

賛いただき、「太陽生命カップ第二回全国中学生

ラグビーフットボール大会」として茨城県水戸市に

て開催。今回協賛いただいたことで前回より規模

を拡大して開催することができた。（中学校、スクー

ル各8チーム計16 チーム、更に女子4チームに

よるエキシビションマッチを実施） 

なお太陽生命保険様からは、今後も永続的なご協

賛の意思表示をいただいている。 

・７人制ラグビー新規大会「東京セブンズ」事業スポ

ンサーを13社にセールス。世界最高峰の7人制

ラグビーの新たな楽しみ方を協賛各社にアピー

ルし次大会以降の継続に繋げると共に、一方新

規獲得に向けた候補企業の招待を行った。 

・7 人制男子日本代表チームのオフィシャルスポン

サーとして、大正製薬様に追加協賛いただいた。 

・女子ラグビー支援スポンサーとして、太陽生命保

険様に具体的な提案を実施。中学生大会に加え、

次年度からの協賛検討に入った。 

 2. セールス体制の強化 

①協会幹部と協賛社幹部のパイプ作り 

和田副会長を中心に協会幹部とスポンサー企業間

の交流を行い、同時に代理店の機能を生かしなが

ら協賛社との関係強化を図った。 

この結果、前述のトヨタ自動車日本代表オフィシャル

スポンサーや、太陽生命保険中学生大会等の協賛

を実現した。 

②電通をはじめとする各広告代理店との連携 

前述の新規コンテンツ開発やセールスに当たり、代

理店からの企画提案や営業支援を受けたが、更に

積極的なセールス支援に向けた努力喚起が必要。 

 3. 事業ごとの黒字化への貢献意識 

事業部や各部門と連携し、各事業におけるマーケティ

ング収入目標の明確化と支出軽減に如何に貢献でき

るか具体的な検討と実践を行った。 

中学生大会のスポンサー獲得による独自財源の確保

や、現物提供協賛スポンサーによる支出軽減を図り、

各種大会や事業毎の収支改善に繋げた。 

4.  ラグビーワールドカップ2011プロモーション 

ラグビーワールドカップNZ大会開催にあたり、開催前、

開催中を通じ、日本代表の話題性喚起をスポンサー

プロモーション、放送での最大露出を中心に行った。 

J スポーツ、日本テレビと連携して、日本代表チームや

日本代表戦への注目を高めるためのプロモーションを

行った。 

① 日本テレビによる日本代表戦地上波放送の実施 

J スポーツに加え、日本テレビ及び BS 日テレにて

RWC 直前の PNC やテストマッチ 5 試合を中継。また

RWCでは同じく日本テレビで日本戦4試合他計10試

合を放送し、テレビ放送露出の最大化を図った。 

② RWCでの日本代表応援ブームの創出 

・スポンサー企業と連動したプロモーションの実施 

日本代表戦中継番組で使用する「日本代表応援

CM」を初めて大正製薬に制作いただき、放送した。 

   ・RWC日本戦パブリックビューイングイベントの実施 

J スポーツの協力の下、事業部と連動し、ワールドカ

ップ初戦の日本代表対フランス代表戦のパブリックビ

ューイングイベントを、秩父宮に 7,000 名を超える観

客を集め行った。当日は J スポーツの中継番組内で

現地と秩父宮を繋ぐ等の演出を行い、会場は大いに

盛り上がった。 

以上のプロモーションを過去最大の規模で行ったが、

日本代表の成績が振るわず大きな結果をもたらすこ

とができなかった。 

5. その他 

<2011年度大会実績> 

 ＜リボビタンDチャレンジ2011＞ 

  8月21日 東京 秩父宮ラグビー場（観客12,519人） 

  ・日本代表オフィシャルスポンサー大正製薬の権利と

して、冠試合を実施した。 

   ・大正製薬の CSR 活動の一環として試合前に小学生

を対象に、タグ・ラグビー教室を開催した。 

→大正製薬からは継続要請があった。 

   ・大正製薬のサンプリング展開を含めた場内プロモー

ション活動を開催した。 

     →大正製薬の、来期以降も引き続き場内プロモー 

ション活動の展開を検討する。 

＜サントリー全国小学生タグ・ラグビー選手権大会＞ 

 小学生に夢を与える、貴重な大会として定着してき

た。今後も継続して協賛をお願いして行く。 

＜国内大会スポンサー＞ 

 年間広告協賛社数は維持しつつ、代理店との手数

料率を交渉し、前年以上の協会収入を確保した 

＜トップリーグプレーオフ＞ 

 新規スポンサー獲得活動を行ったが、獲得できず

継続して獲得活動を行う。 
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５．事業企画・プロモーション委員会 

１．日本代表戦、日本選手権、大学選手権等の日本協会主

催試合およびトップリーグ事業を実施し以下の結果を

残した。 

  観客数 48万5千人（前年比93％） 

  収益 6,600万円（前年比４１％）  

＊主な事業の観客数増減は以下の通り  

 平成22年度 平成23年度 対前年比 

トップリーグ 347,612人 338,543人 
△9,069人 

97.4％ 

大学選手権 93,701人 69,947人 
△23,754人 

74.6％ 

日本選手権 47,825人 30,327人 
△17,498人 

63.4％ 

 

２．国内大会 

 予定した日本協会主催の大会およびトップリーグ事業

を実施し前述の成果を上げた。 

３．国際大会 

   東日本大震災の影響を受け、開催予定であったＴＯＫ

ＹＯ ＳＥＶＥＮＳ、Ａ５Ｎ２試合、ＰＮＣ５試合が中止とな

った。結果ＰＮＣ１試合、リポＤチャレンジ１試合のみの 

  開催となった。 

４．東日本大震災復興支援のため、チャリティｲﾍﾞﾝﾄ及びチ

ャリティマッチを以下の通り実施した。 

 ・ＲＵＧＢＹ：ＦＯＲＡＬＬニッポンのために 

                   ４月１７日（日）＠秩父宮 

 ・セブンズフェスティバル２０１１ ５月29日＠秩父宮 

 ・日本代表ＶＳトップリーグＸＶ ６月２６日＠秩父宮 

 ・ＦＯＲＡＬＬ チャリティマッチ ３月２５日＠仙台 

 

５．メンバーズクラブ 

   メンバーズ会員およびモバイル会員の拡大を実施 

   メンバーズ  ８，４２０人 （前年度 +５９５人） 

   モバイル   ９，１６３人 （前年度 +１６８７人） 

 

1．国体部門 

１. 平成23年開催予定の山口県ラグビー協会および山口

市、長門市との打合せ。 

２. 平成 24 年以後開催が予定されている各県ラグビー協

会との打ち合わせ。 

   岐阜（平 24）、東京（平 25）、長崎（平 26）、和歌山（平

27）、岩手（平28） 

３. 国体部門会の開催  

４. 競技会場の視察： 

愛媛県（平成29年度開催予定） 

    期 日：平成22年8月24日（水）～25日（木） 

    会 場：愛媛県四国中央市、久万高原町 

５. 第66回国体（山口県）組み合わせ抽選会 

  期 日：平成23年9月10日（日）13時～ 

  会 場：（財）日本ラグビー協会 ジャパンクラブ 

６. 第66回国体（山口県）への参加 

大会期日 平成23年10月1日（土）～6日（木） 

会 場  長門市俵山多目的交流広場（少年男子） 

        山口市維新百年記念公園ラグビー場                              

（成年男子） 

    優 勝  総 合 ：佐賀県   

成年男子：愛知県 

          少年男子：福岡県（4年連続）    

 

２.社会人部門 

1. トップリーグを除く社会人ラグビーを発展させるた

めの諸施策を検討。 

今年度、トップチャレンジへの挑戦方法はトップチ

ャレンジⅡ（1 位）のチームをトップチャレンジⅠに

参加させ４チームのリーグ戦で自動昇格とチャレン

ジチームを決定した。 

2. 第 53 回 YC＆AC JAPAN SEVENS は、３．１１東

日本大震災の為、中止。 

3. 主要試合等に社会人チーム（社連加盟チーム）へ

観客動員の協力依頼。 

4. 第６６回国民体育大会（山口県）へ協力・参加。 

 

３．大学部門 

 1. 大学ラグビーを発展させるための諸施策を実施した 

 2. 三地域協会と協力をして大学選手権の運営を円滑   

に 行った 

 3. 魅力ある大学選手権を目指すため、来年度以降の大

会方式の見直しを行った 

 4. Ｕ20強化のため各大学へ協力依頼を行った 

 5. 大学チームへ観客動員策を実施した 

 

 

４．クラブ部門 

  1. 震災の影響を受けた東北クラブチームへの対応。 

    ラグビー継続への支援活動。合同チーム等での大 

    会参加。  

  2. 「高校生ユース」への取り組み  

    2012年３月25日コカコーラウエストさわやかグランド

会議室（北九州）にて、ユース普及のためのカンファ

ランス実施。セブンズ大会へのユースクラブの参加

等について議論。 

  3、普及活動の実施 

    タマリバ（神奈川県）・六甲クラブ（兵庫県）などトップ 

    クラブチームを中心に、高校生へのラグビー教室、 

    セブンズ講習会等を実施。 

  4. クラブ大会の開催 

①第１９回全国クラブ大会  会場：熊谷、秩父宮  

・1回戦:平成23年12月25日  

・準決勝:平成24年1月8日 

・決勝:平成24年1月29日 

参加数：６チームによるトーナメント戦を実施。 
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優勝チーム（神奈川タマリバ）が、日本選手権へ 

出場。 

②学生クラブ東西交流フェスティバルルＩＮ菅平2011 

・9月2日（金）～5日(日) 場所 ：菅平サニアパーク 

・参加数：25チーム 

③第10回東西学生クラブ対抗試合 

・12月25日 熊谷ラグビー場 

・関東－関西の学生クラブ大会のそれぞれの優勝

チーム、早大コンプレックッス（関東）・関西学院大 

 上ヶ原（関西）で行った。 

早大コンプレックッス60対７関西学院大上ヶ原 

 ④第9回クラブユース交流試合(兼：クラブユースＵ-19) 

2012年3月25日、場所：福岡県コカコーラウエスト 

ジャパングランドにて開催.。 

福岡ユース対シックス（兵庫） 

 

５．トップリーグ部門 

 １．2010年度集客目標４０万人⇒結果 ３３８,５４３人 

 （目標比８５％、前年比９７％） 

  ・一会場平均 ：４,７６８人 

  ・最多入場者数 ： １３,０１７人 

   ＊第１３節＠秩父宮 

    サントリーサンゴリアス 

                 ＶＳ 神戸製鋼コベルコスティーラーズ 

    パナソニックワイルドナイツ 

                 ＶＳ 東芝ブレーブルーパス 

  ・試合数 ： リーグ戦 ９１  

  ワイルドカードトーナメント ２ 

  プレイオフトーナメント ３ 

  ・開催都道府県数 ： ３１ 

  ・開催会場数   ： ２６ 

 ２．テレビ放送/広報活動 

  ・TV放送実績（一部ラジオ放送含む） 

    リーグ戦 生中継 ５５ 録画 １９  計 ７４ 

    プレイオフトーナメント 生中継 ５ 録画 １ 計 ６ 

    ワイルドカードトーナメント 生中継 ２ 

    チャリティマッチ   生中継 １ 

   国内総計  ８３（前年度+２） 

  ・海外TV放送実績（ニュージーランド SKY NZ） 

    リーグ戦 ２６ 

    プレイオフトーナメント ８ 

   海外総計 ３４（前年度+１８） 

  ・記者会見実績 

  2011.10.26 プレスカンファレンス＠TEPIA４８社１０５名 

  2012.2.13 プレイオフトーナメント開催記者会見 

    ＠ジャパンクラブ  ３５社５３名 

  2012.2.27 年間表彰式 

    ＠東京国際フォーラム ３７社５８名 

  ・公式ホームページ アクセス数 

   総アクセス数 2,７５０，１５９（前年比１０５％） 

   総ユニークアクセス数 1,086,446（前年比１０６％） 

   総ニュース更新数 ３３４（前年比９０％） 

 ３．ＦＯＲ ＡＬＬ活動 

  ・ ＦＯＲ ＡＬＬ Shake Hands 

    選手と握手を交わすコミニュケーションイベントを実施 

  ・募金活動協力 

    様々な募金活動に協力。 

  ・試合環境の創出 

   交流試合の場を提供することを目的に    「トップリー 

グＦＯＲ ＡＬＬミニ・フレンドリーマッチ」を開催。 

  ・ＦＯＲ ＡＬＬ 未来のトップリーガーへのプログラム 

     トップリーグの公式戦で使用したラグビーボールを高校

生以下のラグビーチームへ進呈した。 

  ・子供たちへのラグビー指導 

    タグラグビー教室の開催や学校訪問のラグビー指導を 

行った。 

  ・港区提携プログラム 

    港区在住・在勤の方を対象に招待イベントを実施。 

  ・ＴＲＹ ＦＯＲ ＧＲＥＥＮ 

    トライ数に応じてチームと日本協会の双方が募金を 

実施。北海道網走市の森林保全活動に、１，３９４，００

０円を寄付した。 

   ・チャレンジ２５キャンペーンへの参加 

    環境省の地球温暖化防止のためのキャンペーンを

応援。 

   ・スポーツフォトグラファー体験プログラム 

    プロスポーツカメラマンを目指す学生に育成の場と

して、秩父宮ラグビー場全開催試合で撮影環境を

提供。 

   ・企業スポーツのトップモデルとして新人選手６１名を

対象に新人研修会を開催と、「TOP LEAGUER`S 

GUIDE」を全選手およびスタッフに配布。 

 ４．キャプテン会議 

  東芝の廣瀬俊朗選手を代表として活動。東日本大震災

復興支援のため、４月のチャリティｲﾍﾞﾝﾄ「ＲＵＧＢＹ：Ｆ

ＯＲ ＡＬＬニッポンのために」をはじめ、「１点１０円募

金」「２０１２ＦＯＲＡＬチャリティマッチ in 仙台」など、多く

の活動を行った。また「ＴＯＰＬＥＡＧＵＥ ＰＬＹＥＲＥ‘Ｓ 

ＷＥＢ ＳＩＴＥ」を開設し、選手が直接ファンにラグビー

の魅力を発信した。 

 ５．第４回ＦＯＲ ＡＬＬチャリティマッチ トップリーグオー

ルスター 

  ・201２年３月２５日（日）１３：００ キックオフ 

  ・宮城県仙台市ユアテックスタジアム 

  ・東日本大震災復興イベントとして実施 

  ６．ジュディシャル・サイティング制度の実施 

  国際レベルのリーグ運営をめざし、同制度を昨年度同

様リーグ戦、ワイルドカードトーナメント、プレイオフトー

ナメント、日本選手権全試合で実施した。 

  結果、出場停止案件が４件と激減した（前年度１８件） 
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６.日本代表事業委員会 

１．15人制代表チーム 

 （１）合宿 

   4/1〜13 ﾌｨｯﾄﾈｽ強化合宿＠宮崎市シーガイヤ 

 （２）HSBCアジア五カ国対抗2011 

   4/21〜5/22 合宿＆遠征 

   第一戦目 4/30（土） 香港 22-45 日本   

          場所：香港ﾌｯﾄﾎﾞｰﾙｸﾗﾌﾞ 

   第二戦目 5/07（土） ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ 0-61 日本  

          場所：ﾅｼｮﾅﾙｽﾀｼﾞｱﾑ･ﾊﾞﾝｺｸ 

   第三戦目 5/13（金） UAE 0-111 日本    

          場所：ｻﾞ･ｾﾌﾞﾝｽﾞ･ﾄﾞﾊﾞｲ 

   第四戦目 5/21（土） 日本 90-11 ｽﾘﾗﾝｶ    

          場所：ｾｲﾛﾆｰｽﾞ･ｺﾛﾝﾎﾞ 

 （３）東日本大震災復興支援チャリティーマッチ 

     6/26 （日）  日本代表 49-7  トップリーグXV        

場所：東京・秩父宮 

  （４）IRBﾊﾟｼﾌｨｯｸﾈｰｼｮﾝｽﾞｶｯﾌﾟ2011 

      Round 1  7/02(土) 日本 15-34 サモア   

              場所：東京・秩父宮 

      Round 2  7/09(土) 日本 28-27 トンガ   

              場所：ｽﾊﾞﾅｼｮﾅﾙｽﾀｼﾞｱﾑ 

      Round 3 7/13(水) 日本 24-13 フィジー  

              場所：ﾗｳﾄｶﾁｬｰﾁﾙﾊﾟｰｸ 

     最終成績：優勝 日本 ２勝１敗勝点１０ 

     （トンガと並ぶも直接対決で勝っている日本が優勝） 

２位 トンガ ２勝１敗勝点１０ 

３位 フィジー １勝２敗勝点５ 

４位 サモア １勝２敗勝点５ 

 （５）イタリア遠征 

   期間： 7/25〜8／15  

   場所： イタリア・トレビゾ／ベネトンラグビークラブ 

   ﾃｽﾄﾏｯﾁ： 8/13(土) イタリア代表31-24日本   

   代表場所： ｽﾀﾃﾞｨｵ･ﾃﾞｨﾉ･ﾏﾇｯﾂｨ･ﾁｪｾﾞｰﾅ 

 （６）リポビタンDチャレンジ  RWC2011壮行試合 

   合宿期間:8/15(月)〜22（月） 

   8/21(日) 日本 20-14 アメリカ 場所：東京・秩父宮 

（７）RWC2011 NZ大会 

   予選プール 第一戦 9/10(土)  

     フランス代表 47-21 日本代表   

               場所：ﾉｰｽﾊｰﾊﾞｽﾀｼﾞｱﾑ 

   予選プール 第二戦 9/16（金）  

     NZ代表 83-7 日本代表   

               場所：ワイカトスタジアム 

   予選プール 第三戦 9/21(水)  

     トンガ代表 31-18 日本代表  

               場所：ﾉｰｽﾗﾝﾄﾞｲﾍﾞﾝﾄｾﾝﾀｰ 

 

 

 

 

プールＡ 

 チーム 勝 負 分 勝点 

1 ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 4 0 0 20 

2 フランス 2 2 0 11 

3 トンガ 2 2 0 9 

4 カナダ 1 2 1 6 

5 日本 0 3 1 2 

 

決勝トーナメント（準決勝以上） 

8
7

9

6 2位　フランス
3位　オーストラリア

8 4位　ウェールズ

20

3位決定戦　オーストラリア　21-　18　ウェールズ

ニュージーランド

フランス

優勝　ニュージーランド

オーストラリア

ウェールズ

 

 

２．A代表（日本選抜） 

（１）NZ遠征事前合宿 

  6/8(水)〜11(土) 場所：東芝府中G 

（２）NZ遠征 

   6/12(日)〜7/4(月)  

   ネルソン・ハンマースプリングス・クライストチャーチ 

 第一戦 6/22(水) 日本選抜 22-8 マールボロ地区代表 

 第二戦 6/28(火) 日本選抜 34-19 タズマン州代表 

 第三戦 7/02(土)日本選抜 36-20  

                          ノースカンタベリー州代表 

３．U20代表 

（１）スコッドランド遠征 

  期間：4/7(木)〜21(木) 場所：スコッドランド・エジンバラ 

  第一戦 U20日本代表スコッド 34-19  

                            スターリングカウンティー 

  第二戦 U20日本代表スコッド 43- 5  

                          ウエスト・オブ・スコッドランド 

  第三戦  U20日本代表スコッド 33-15  

                               U20スコッドランド代表 

（２）第三次強化合宿 

  4/28(木)〜5/1(日) 場所：三重県鈴鹿市 

（３）JWRT直前合宿 

  5/13(金)〜16(月) 場所：東京ガス大森G 

（４）JWRT本大会      

  5/17(火)〜6/7(火) 場所：グルジア・トリビシ 

    POOL A:サモア、ロシア、ウルグアイ、アメリカ 

    POOL B:日本、グルジア、カナダ、ジンバブエ 

   予選戦績   

  5/24(火) 第一試合 日本37-24ジンバブエ 

  5/28(土) 第二試合 日本30-15カナダ 
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  6/01(水) 第三試合 日本29-14グルジア 

   三連勝でPOOL B1位で決勝進出 

  6/05(日) 決 勝 日本24-31サモア  

   サモアに敗れJWC昇格成らず。 

 （５）アジアラグビージュニアチャンピオンシップ 

   （JWRTアジア予選） 

 ・直前合宿 

  6/22(水)〜6/24(金)場所；東京ガス大森G/辰巳G 

 ・大会  

 6/25(土)〜7/03(日) 場所：香港フットボールクラブ        

6/26(日) 第一戦 日本54-29スリランカ 

   6/29(水) 第二戦 日本69- 0タイ 

   7/2(土) 第三戦 日本38-8香港 

4．7人制代表 

（１）HSBCセブンズワールドシリーズ オーストラリア大会 

  期間：4/2〜3 最終成績：シールド優勝 

  試合会場：アデレード オーバル 

                  ：オーストラリア・アデレード    

 （２）セブンズフェスティバル２０１１ 

  ｾﾚｸｼｮﾝ合宿：5/12(木)〜15(日) 場所：辰巳G 

  事前合宿：5/26(木)〜28(土)  場所：NTC 

  開催日：5/29(日)  

  カップ決勝： 

   7人制日本代表 24-15 サントリーサンゴリアス 

 （３）HSBCアジアシリーズ強化合宿 

   期間：7/16(土)〜23(土) 

   場所：山形県・蔵王グリーングラウンド 

 （４）HSBCアジアセブンズシリーズ２０１１上海セブンズ 

   （日本選抜として参加） 

   合宿・遠征期間：8/18(木)〜29(月) 

   最終成績：カップ3位 

    （準決勝で香港に24-0で敗れ、3位決定戦で26-7ｶｻﾞ   

ﾌｽﾀﾝに勝利） 

 （５）HSBCアジアセブンズシリーズ2011ﾎﾞﾙﾈｵｾﾌﾞﾝｽﾞ     

（日本選抜として参加） 

   合宿期間：9/19(月)〜21(水)  

  場所：埼玉県・ﾔｸﾙﾄ本社戸 田総合ｸﾞﾗﾝﾄﾞ 

  遠征期間：9/22(木)〜26日  

  場所：マレーシア・コタキナバル 

  最終成績：カップ優勝  

  7人制日本選抜46-0 フィリピン代 表 

（６）シンガポールクリケットセブンズ２０１１ 

   期間：11/1(火)〜7(月) 

   最終成績：カップT準々決勝敗退 

   （ペンギンズ（イギリス）４６−０で敗戦） 

（７）HSBCセブンズワールドシリーズ２０１１豪州大会 

  事前合宿：11/20(日)〜21(月) 場所：味の素NTC 

  遠征：11/22(火)〜27(日)    

  場所：豪州・ゴールドコースト 

  最終成績：シールド準優勝 

  （決勝でパプアニューギニアに31-19で敗戦） 

（８）HSBCセブンズワールドシリーズ2011-12NZ大会 

  直前合宿：2012/1/28(土)〜29(日) 場所：ヤクルトG 

  遠征期間：1/29(日)〜2/5(日)  

  場所：ウエリントン・ウエストパックスタジアム 

  最終成績：シールド準決勝敗退 

（９）HSBCアジアセブンズシリーズ2011-12 

   バンコクセブンズ（日本選抜として参加）  

  遠征期間：2/8(水)〜13(月) 場所：タイ・バンコク 

  最終成績：カップ準優勝（決勝で香港に38-5で敗戦） 

（10）HSBCワールドセブンズシリーズ2011-12アメリカ大会 

  遠征期間：2/6(日)〜14(火) 場所：ラスベガス 

  最終成績：ボウルT準決勝敗退（カナダに21-5で敗戦） 

（11）HSBCワールドセブンズシリーズ2011-12香港大会 

  ｾﾚｸｼｮﾝ合宿：3/5(月)〜13(日)  

  場所：専修大学・伊勢原G 

  遠征期間：3/18(日)〜26(日)  場所：香港スタジアム 

  最終成績：シールド4位 

※ 3位決定戦でポルトガルに10-5で敗れコアチーム入り 

成らず 

（12）HSBCワールドセブンズシリーズ2011-12東京大会 

  期間：3/26(月)〜4/1(日) 場所：秩父宮 

  最終成績：16位 

５．女子代表 

（１）15人制代表 

 ①香港遠征 

  期間：4/25(月)〜5/1(日) 

  成績：日本15-0香港 

（２）7人制代表 

 ①セブンズフェスティバル５／２９（日） 

  直前合宿：5/27(金)〜28(土)  

  場所：味の素NTC  

  成績：フェニックス、名古屋レディース、日本代表の三巴  

で戦い、日本代表が優勝。 

 ②第一次強化合宿 

  期間：7/17(日)〜19(日) 場所：辰巳G,味の素NTC 

 ③アジアウィメンズセブンズ大会 

  強化合宿：9/16(金)〜18(日) 場所：辰巳G,立正熊谷G 

  直前合宿:9/24(土)〜28(水) 場所：味の素NTC 

  遠征：9/29(木)〜10/4(火) 場所：インド・プネー 

  成績：３位（３位決定戦で17-7でタイに勝利） 

 ④第二次強化合宿 

  期間：10/23(日)〜25(火) 場所：味の素NTC 

 ⑤第三次強化合宿 

  期間：11/18(金)〜22(火) 場所：味の素NTC 

 ⑥USA遠征セレクション合宿 

  期間：2012/1/23(日)〜27(日) 場所：味の素NTC 

 ⑦USAウィメンズセブンズ 

  期間：2/8(月)〜13(土) 場所：ラスベガス 

  成績：プレートコンショレーション敗退（全敗） 

 ⑧香港遠征セレクション合宿 

  期間：3/1(木)〜5(月) 場所：NTC,国際武道大（勝浦） 

 ⑨IRBｳｨﾒﾝｽﾞｾﾌﾞﾝｽﾞﾁｬﾚﾝｼﾞｶｯﾌﾟ香港大会 

  直前合宿：3/16(金)〜19(月) 場所：辰巳G 
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  遠征:3/20(火)〜26(月) 場所：香港フットボールクラブ 

  対戦プール：A:カナダ、ブラジル、ロシア、 

     B:イングランド、中国、日本 

     C：豪州、オランダ、香港 

     D:アメリカ、スペイン、チュニジア 

   成績：１１位（１１位決定戦でチュニジアを33-0で勝利） 

 

７．普及育成・競技力向上委員会 

ハイパフォーマンス部門 

１．U16・17ブロック合宿、U17 合同大会／ユースコーチ研  

修会事業 

・コーチ部門との連携による「Ｕ１６・１７ブロック合宿からジ

ャパンにつづく一貫システムづくり」と、日本スタイル策定

と指導者への落とし込みを行った。 

＜実施スケジュール＞ 

 U16・17ブロック合宿 

 北海道  

  U16  11/5(金)～6(日) 北海道・札幌市  54名 

  U17  6/11(土)～13(月)  

       北海道・帯広市十勝川河川敷ラグビー場  41名 

東北    

 U16 7/1(金)～3(日) 青森県・大鰐町営グラウンド 35名 

   U17 7/1(金)～3(日) 青森県・大鰐町営グラウンド 49名 

  関東  

   U16  9/2(金)～4(日) 埼玉県・立正大学  72名 

   U17  6/17(金)～19(日)  

      東京都・日本大学稲城総合グラウンド  72名 

  東海 

   U16  12/16(金)～18(日)  

        岐阜県・長良川球技メドウ  69名 

   U17  7/1(金)～3(日)  

        三重県・鈴鹿スポーツガーデン  66名 

  北信越  

   U16  3/26(月)～28(水)  

        石川県・石川県ラグビー場  92名 

   U17  6/24(金)～26(日) 長野県・菅平高原  61名 

  近畿    

   U16  6/3(金)～5(日)  

            奈良県・天理大学白川グラウンド  55名 

   U17  6/3(金)～5(日)  

            奈良県・天理大学白川グラウンド  55名 

  中国    

   U16  3/16(金)～18(日)  

        広島県・広島県総合グラウンド  82名 

   U17  6/17(金)～19(日)  

        広島県・コカ・コーラウエスト総合グラウンド 44名 

  四国    

   U16  3/10(土)～11(日)  

        愛媛県・久万高原笛ヶ滝球技場  87名 

   U17  5/14(土)～15(日)  

        愛媛県・久万高原ラグビー場  84名 

  九州   

   U16  7/9(土)～11(月)  

        大分県・湯布院スポーツセンター 41名 

   U17  7/9(土)～11(月)  

        大分県・湯布院スポーツセンター 59名 

 U17合同大会指導者研修会 

  日時：7月23日～25日 

  場所：菅平高原 

  参加者：9ブロックチーム 

   （選手22名、コーチ3名）合計225名 

       ユースコーチおよびスタッフ30名  

 ユースコーチ研修会 

 日程：2011年4月25日～26日 

 場所：流経大柏高校 

 参加者：ユースコーチおよびスタッフ30名 

２．セブンズアカデミー活動、パートナークラブ、タレント発 

掘事業 

 ・セブンズアカデミー事業 

 【男子】：3回 

 第6回男子セブンズアカデミー 

 日時：平成23年5月13日（金）～15日（日） 

 場所：味の素ナショナルトレーニングセンター 

 第7回男子セブンズアカデミー 

 日時：平成23年8月30日（火）～9月1日（木） 

 場所：味の素ナショナルトレーニングセンター 

 第8回男子セブンズアカデミー 

 日時：平成23年12月2日（金）～4日（日） 

 場所：味の素ナショナルトレーニングセンター 

 【女子】：8回 

 第6回女子セブンズアカデミー 

  日時：平成23年5月20日（金）～22日（日） 

  場所：味の素ナショナルトレーニングセンター 

 第7回女子セブンズアカデミー 

  日時：平成23年7月15日（金）～17日（日） 

  場所：味の素ナショナルトレーニングセンター 

 第8回女子セブンズアカデミー 

  日時：平成23年9月24日（土）～26日（月） 

  場所：味の素ナショナルトレーニングセンター 

 第9回女子セブンズアカデミー 

  日時：平成24年1月20日（土）～22日（月） 

  場所：味の素ナショナルトレーニングセンター 

 第10回女子セブンズアカデミー 

  日時：平成24年1月27日（金）～29日（日） 

  場所：味の素ナショナルトレーニングセンター 

 第11回女子セブンズアカデミー 

  日時：平成24年1月27日（金）～29日（日） 

  場所：陸上自衛隊 習志野駐屯地 

 第12回女子セブンズアカデミー 

  日時：平成24年2月3日（金）～5日（日） 

  場所：味の素ナショナルトレーニングセンター 

 第13回男子セブンズアカデミー 

  日時：平成24年3月17日（金）～19日（日） 

http://www.rugby-japan.jp/japan/youth/u17/2011/id10682.html
http://www.rugby-japan.jp/japan/youth/u17/2011/id10680.html
http://www.rugby-japan.jp/japan/youth/u17/2011/id10678.html
http://www.rugby-japan.jp/japan/youth/u17/2011/id10679.html
http://www.rugby-japan.jp/japan/youth/u17/2011/id10681.html
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  場所：流通経済大学 

・女子セブンズアカデミー香港遠征 

 「インターナショナルユーストーナメント 2012」 

期日：平成24年3月19日（月）〜3月25日（日） 

遠征先：香港 

試合結果 「インターナショナルユーストーナメント 2012」 

第１試合 vs DeA 21-0 

第２試合 vs KLN ライオンズ 42-0 

第３試合 vs TSW イーグルス 42-0 

第４試合 vs HKFC 35-0 

第５試合 vs ロシア U19 ガールズ 7-7 

・パートナークラブ事業 

「JRFU戦略計画2010-2019」に掲げる、「日本ラグビーの国

際力を高める」ための「7 人制、女子の強化推進」及び、「ラ

グビーファミリーを増大させる」ための「地域活性化策の推

進」を目的に、地域に於ける7人制ラグビーの普及、強化に

ご協力いただけるクラブチームを「パートナークラブ」として

認定した。日本協会・地域協会及び都道府県協会との協力

体制のもと、選手の発掘、強化拠点として活動していく。 

北海道ブロック 北海道：北海道バーバリアンズ 

東北ブロック 岩手県：釜石シーウェイブスＲＦＣ 

秋田県：秋田ノーザンブレッツラグビーフ

ットボールクラブ 

関東ブロック 茨城県：RKU龍ケ崎ドラゴンズ 

神奈川県：タマリバクラブ 

東京都：Rugirl-7 

近畿ブロック 兵庫県：SCIXラグビークラブ 

兵庫県：六甲クラブ 

奈良県：天理ラグビークラブ 

中国ブッロク 岡山県：岡山ラグビーフットボールクラブ 

九州ブロック 宮崎県：川南ラグビーフットボールクラブ 

福岡県：福岡ラグビーフットボールクラブ 

熊本県：熊本サンデーズ 

    

・タレント発掘事業 

JOC/JISS が都道府県と連携して実施している「地域タレ

ント発掘育成事業」と積極的に連携をしている。１．小中

学生を対象とした人材発掘 

地域タレント発掘育成事業のアカデミー生の中から、特

に７人制のポテンシャルがある選手をＪＲＦＵ主催の「セブ

ンズアカデミー」へ招聘するシステムを構築。都道府県ラ

グビーフットボール協会から推薦された指導者に「セブン

ズアカデミーリクルーター（推薦者）」となっていただき、

定期的に情報交換を行なっている。 

・小中学生を対象とした能力開発プログラムの提供 

地域タレント発掘育成事業では、運動能力の開発などを

目的に様々な競技を体験させるプログラムを実施してお

り、その一つとしてラグビーを積極的に取り入れていただ

いている。都道府県ラグビーフットボール協会から推薦さ

れた指導者が指導を実施している。 

・小学生を対象としたサントリーカップ タグラグビー大会へ 

の参加案内 

都道府県ラグビーフットボール協会が承認をした場合に

限り、地域タレント発掘育成事業のアカデミー生チームに

よる参加を積極的に案内をし、北海道、山形県、和歌山

県、山口県、福岡県にて参加をいただいた。 

３．その他事業 

一貫指導部門（下記H22年度報告） 

 ・ 一貫指導体制作り 

    U17ブロックトレーニングセンター活動 ： ９ブロック 

    U16ブロックトレーニングセンター活動 ： ９ブロック 

    U15指導者講習活動：９ブロック 

 ・指導教材作り 

   一貫指導体制講習用教材 

   １５人制プレヤー育成マニュアル 

                  （一貫指導マニュアル） 

   トップレフリー研修会教材 

   選手向け講習会資料 

   エデュケーター用講習会資料 

 ・一貫指導に関する指導者研修会 

  ユースコーチ研修会： 

   ４月開催 ：流通経済大学付属柏高校、 

   ７月開催 ：長野県上田市菅平高原、 

   ２月開催 ：奈良県天理市 

  リソースコーチ研修会：８月、１０月、１２月東京開催 

  トップレフリー研修会：１０月東京開催、１２月大阪開催 

 

科学／国際技術／情報・ＡＩＲ部門  

1.ラグビーゲーム・スキル戦略に関する日本独自のエビデ 

ンス情報を構築した。 

2.ラグビー科学研究vol.23-1を発刊（平成24年4月） 

3.オリンピック競技化を射程に入れ、JOC、体協、JISS との

連携強化を図り、７人制強化および普及に必要な事業を

行った。 

＜具体的な取り組み＞ 

①委員会・担当部門会議・小委員会を開催 

②日本ラグビースタイル検討と報告をラグビー科学研究に

掲載 

③戦略検討カンファレンスとした、世界フットボール学会と

の連携より、ラグビーシンポジウムの開催 

 日時：23年5月26日～30日 

 場所：愛知県 名古屋市 

④異競技、異組織との連携構築とした、JISS情報事業 

 部と連携し研究情報活動を分担 

⑤情報支援：情報科学・組織経営情報ニュースとして、 

  8件のニュース発信を行った 

⑥（AIR）連携組織との実践関係構築：JISS,JOC等 

 五輪競技化された場合のJOCコーチ研修義務「ナショナ 

 ルコーチアカデミー」内容の研究中 

 女子の世界のスタンダード情報、傷害情報の収集中 

⑦（AIR）アジア各ユニオンへの情報提供 
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⑧（AIR）IRB向けのアニュアルレポート 

⑨（AIR）AIRの自律組織化 

＜研究テーマ＞  

① 日本ラグビーのゲーム・スキル開発研究 

② 15人制・7人制の特性研究 

③ レフリー・ルールに関する研究 

④ グランドコンディションに関する研究 

⑤ 体力・形態学基礎研究 

⇒ 以上を科学研究課題として調整中 

 

小学生部門 

１．三地域ミニジャンボリー大会  

各府県協会より推薦された小学生チームによる交流大会を

実施することにより、小学生の健全育成ならびにラグビーの

普及・発展に寄与することを目的とする。あわせて、小学生

プレーヤーの交流を促しミニ・ラグビーに対する正しい理

解と心身の発達に応じた技術の向上を図る。 

１）関西協会：６月２５日～２６日 兵庫・淡路佐野運動公園 

 日程： 2011年6月25日(土)・２６日(日) 

２）関東協会：７月１７日～１８日 長野・菅平高原 

 日程： 2011年7月17日(日)・１８日(月・祝) 

３）九州協会： ８月１９日～２１日 熊本県・阿蘇市  

 第３８回九州少年ラグビー交歓会  

 日程： 2011年8月19日（金）～２１日（日） 

 

２．ラグビースクールプロモーション講習会 

全国のラグビースクールの運営に中心的に携わる方、また

後ラグビースクールの運営に携わっていこうという意欲のあ

る方を対象に、組織運営におけるプロモーション活動のノ

ウハウを検証、考察。成功例を取り上げそのノウハウを学び

今後のラグビースクールの更なる発展に寄与することを目

的とした。 

1)関西協会 

 2月１１日（土）～１２日（日） 

 奈良県天理市天理親里ラグビー場大教室 

 2月１１日13：00～１２日12：00  

 参加者５０名 

2)九州協会 

 3月3日（土）～4日（日） 

 さわやかトレーニングセンター 

 3月3日（土）13:00～4日（日）12:00 

 参加者 ５２名 

 

３．ミニ・ラグビーフレンドリーマッチ 

2012 年 2 月 26 日（日）ジャパンラグビートップリーグ

2011-2012「プレーオフトーナメント-ファイナル」が行われ

る秩父宮ラグビー場にて、前座試合として小学生によるミ

ニ・ラグビー大会「トップリーグ FOR ALL ミニ・ラグビー

フレンドリーマッチ」を開催。関東・関西・九州の 3 地区で

開催された「ラグビーマガジンカップ ミニ・ラグビー交流

大会」において、対戦成績やフェアプレーへの取り組み

などを総合評価し、優秀チームとして推薦された3チーム

が出場。 

「トップリーグ FOR ALL ミニ・ラグビーフレンドリーマッ

チ」 

 平成24年2月26日（日） 

 東京 秩父宮ラグビー場 

 関東ブロック推薦チーム：高崎ラグビークラブ 

 関西ブロック推薦チーム：吹田ラグビースクール 

 九州ブロック推薦チーム：中鶴少年ラグビークラブ 

 

中学生部門 

１．三地域ジャンボリー大会助成 

下記の３地域ブロック大会に、助成を行った。 

 １）第１３回東日本ジュニアラグビー菅平ジャンボリー 

  日時：平成２３年 ７月２３日（土）、7月２４日（日） 

  会場：長野県上田市菅平高原・サニアパーク他、 

  参加選手2100名 

 ２）第12関西中学生ラグビーフットボールジャンボリー 

  期日: 平成２３年７月２９・３０・３１日(３日間) 

  会場: 岐阜県飛騨市数河高原グランド他 

  参加選手630名 

 ３）第１３ 回九州ジュニアラグビー福岡・長崎島原ジャン 

ボリー大会 

  期日・会場・参加選手数:  

  平成２４年１月２２日（土）・２３日（日） 

            （グローバルアリーナ ６００名） 

  平成２４年２月２５日（土）・２６日（日） 

            （島原復興アリーナ ２００名） 

 ２．三地域ブロック大会助成 

 下記の3地域ブロック大会に、助成を行った。 

 7/23-24 第 14 回東日本ジュニアラグビー菅平ジャンボリ

ー（菅平高原サニアパーク） 

7/29-31 第 14 回関西中学生ラグビーフットボールジャン

ボリー大会（数河高原） 

10/8-10第12回ジュニアラグビー九州ブロック大会（熊本

県民総合運動公園ラグビー場） 

  3/17-18 第 9 回東日本U15 ラグビーフットボール選抜大

会 

 （水戸市サッカー・ラグビー場/ケーズデンキスタジアム） 

 8/20-21 第 15 回中四国ジュニアラグビーフットボール大

会（岡山県美作ラグビー・サッカー場） 

 11/19-20 第13回近畿スクールジュニア交流大会 兼 

 第17回全国ジュニア大会近畿予選大会 

 10/16-11/13  

 第31回東日本中学生ラグビーフットボール大会 

 （水戸市サッカー・ラグビー場/ケーズデンキスタジアム） 

 3/17-18 平成23年度  

 関西スクールジュニア新人交流大会 

 （兵庫県淡路佐野運動公園グランド） 

 1/21-22 第 13 回九州ジュニアラグビー福岡ジャンボリー  

（グローバルアリーナ） 

2/25-26 第 13 回九州ジュニアラグビー長崎島原ジャン

ボリー（島原復興アリーナ） 
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３. 指導者の知識・指導力向上の為の講習会 

   「Ｕ１５指導者のＵ１６/Ｕ１７ブロック講習会への参加」 

  日本協会が推進している一貫指導体制の中での、Ｕ１５

指導者育成を促進するため、U16/U17 ブロック講習会に、

Ｕ１５指導者に参加頂き、一貫した指導者の育成促進を

図っ  た。6月～7月に開催されたU16/１７ブロック講習

会には、6 ブロックにて、合計23名のＵ１５指導者が参加

した。 

 

４．「太陽生命カップ２０１１ 第２回全国中学生ラグビーフッ 

トボール大会」の開催 

 期日：平成２３年９月１７日(金)～１９日（日)   

 会場：ケーズデンキスタジアム・ツインフィールド（水戸市） 

＜中学校の部＞ 

1位 国学院久我山中 

2位 秋田市立将軍野中 

3位 東大阪市立石切中 

4位 福岡市立城南中 

5位 京都市立藤森中 

6位 高鍋町立高鍋中 

7位 茗溪学園中 

8位 御所市立御所中 

＜RSの部＞ 

1位 春日リトルラガーズ 

2位 伊丹ラグビースクール 

3位 兵庫ラグビースクール 

4位 加古川ラグビースクール 

5位 長与ヤングラガーズ 

6位 横浜ラグビースクール 

7位 ドラゴンズU15 

8位 世田谷区ラグビースクール 

 昨年、8 月に菅平で開催された第 1 回全国中学生ラグビ

ーフットボール大会は、水戸市及び（財）水戸市スポーツ

振興協会の共催のもと、新たに太陽生命保険㈱に、特別

協賛頂き、第 2 回大会は、9 月 17 日（土）～19 日（月）に

水戸市のケーズデンキスタジアム・ツインフィールドの 2

会場で、開催されることになった。出場チーム数も、第 1

回大会の8チームから、16チームへと2倍に拡大した。 

 

５．「第１７回全国ジュニアラグビーフットボール大会」の開

催 

  期日 ：平成２３年１２月２９日(木)・３１日(土) 

  会場 ：近鉄花園ラグビー場、多目的球技広場 

 ＜第1ブロック決勝＞ 

  福岡県選抜 ２４‐２８ 奈良県中学校選抜 

 ＜第2ブロック決勝＞ 

  愛知県中学校選抜 ０－４３ 神奈川県中学校選抜 

平成２３年１２月３１日(土)に、U１５ジュニアラグビーにお

ける１５人制ラグビーの可能性につき、科学的に分析・検

討するため、「１５人制検証試合」（大阪府中学校選抜対

北河内中学校選抜）を開催した。また、本大会に出場す

る選手の能力を最大限に引き出すこと、将来の有望選手

を発掘すること、U15 世代を含む一貫指導体制とセレクシ

ョンシステムを構築することを目的に、「優秀選手」の選考

を行い、３３名の優秀選手を選出した。 

 

６．U15ブロックトレセン（仮称）計画 

①中学生ラグビー選手の増加、②選手の強化育成、③指

導者の育成、を目的として、各都道府県の選抜チームに、

各都道府県「拠点」チームとしての役割を担ってもらい、

各地域の中学生ラグビーの普及・発展を促す「U15 ブロッ

クトレセン（仮称）」の設立に向け、事業計画策定作業を行

った。 

 

タグ部門 

１．「タグラグビー指導者養成研修会事業」について 

23 年度の事業計画として下記要領にて「タグラグビー 指 

導者養成研修会事業」を計画実施してきた。 

 ＜目的＞ 

小学校の教員・地域体育指導員等を対象にした指導者  

養成研修会の開催 

 ＜目標＞ 

 47 都道府県にて開催し、各開催最低 20 名以上の受講

者を達成し、合計 1,000 名の指導者養成を目指して活動

した。 

＜事業期間＞ 

 平成23年4月～平成24年3月末  

ティーチャー養成研修会の実施状況は 20 都道県（北海

道、青森、山形、埼玉、東京、静岡、岐阜、新潟、福井、

島根、愛媛、高知、広島、佐賀、長崎、大分、熊本、宮崎、

鹿児島、沖縄） 

平成 23 年度ティーチャー養成研修会受講者数：北海道

（北見地区、帯広地区）35名、青森18名、山形20名、埼

玉42名、東京185名、神奈川75名、静岡24名、岐阜21

名、新潟34名、福井9名、島根72名、愛媛47名、高知

8名、佐賀12名、長崎20名、大分5名、熊本9名、宮崎

43名、鹿児島60名、沖縄31名の計739 名、およそ 550

校の小学校から参加。 

 

２．「サントリーカップ 第８回全国小学生タグラグビー選手  

権大会」 

 全国各地の小学生が、ラグビーからコンタクトを除いたタ

グラグビーをプレーすることにより、仲間と助け合って自ら

考えて道を切り開くラグビースピリットを身につける楽しさ

と教育効果を通じて、スポーツの意義を実感する。 

  期 間  平成24年3月17日（土）・18日（日）  

  会 場  秩父宮 

  延べ1,169 チーム（実数1,022チーム） １０１％ 

  延べ10,088 人（8,595人） １０４％ 
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大会開催結果  

 (カップ優勝) 

   山口市立良城小学校「ホワイトダイヤモンズ」 

 (プレート優勝)   

   臼杵市立市浜小学校 市浜デンジャラス 

 (ボウル優勝)   

   恩納村立仲泊小学校 仲泊ＴＲＣ 

 (シールド優勝)   

   関市立桜ヶ丘小学校 桜６ ＳＳＳ 

 石塚賞（ﾌｪｱﾌﾟﾚｰﾁｰﾑ賞）    

   久留米市立芝刈小学校「芝刈BLACKファルコンズ」 

『フレンドシップ枠』概要 

震災により甚大な被害を被った岩手県・宮城県・福島県の 3

県に対するタグラグビーを通じた支援活動の一環として招

待。 

サントリーカップ全国小学生タグラグビー選手権大会各ブ

ロック代表チームとのエキシビジョンマッチを行った。 

■招待チーム 

①岩手県代表  

 「釜石市立小佐野小学校小佐野バーバリアンズ」 

②宮城県代表 「青葉西タイタンズ」 

③福島県代表 「勿来少年ラグビースクール」 

 

８．審判委員会 

１．レフェリー部門 

1.トップレフェリー(A・A1・A２・女子)研修活動＞ 

①パネルレフェリー研修会  東京・秩父宮 

 5月７日 東京・秩父宮 

 5月28日 名古屋・名古屋大学 

 7月17・18日 東京・ナショナルトレーニングセンター 

 7月22～24日 長野・菅平高原 

 8月19～21日 長野・菅平高原 

 10月14～16日 東京・ナショナルトレーニングセンター 

 2月18～19日 東京・ナショナルトレーニングセンター 

 ②春季TLオープン戦・チーム練習への派遣    

 関東・関西・九州 ７８試合派遣 

 ③日本代表関連合宿への参加 

＜日本代表・U-２０代表・高校代表セブンズ・女子代表 ・女

子セブンズアカデミー（５・７・９・12・１・２・３月）＞  

④トップレフェリー夏季合宿研修   

8月１１日～9月9日  網走市・北見市 

⑤夏、秋季TLプレシーズンマッチ・チーム練習への派遣  

関東・関西・九州  39試合派遣  

⑥TL派遣(10～2月) 

各地域 91試合派遣 

    ⑦冬季TL トレーニングマッチへの派遣  

 関東・関西・九州 40試合派遣 

⑧全国高校大会若手レフリー研修会 

12月２６日～1月3日 大阪 花園 

 ⑨全国各種大会派遣 

12・1月 全国大学選手権大会（東京・熊谷・瑞穂・ 

大阪・福岡） 

1月 全国地区対抗（瑞穂） 

    全国高専大会（神戸） 

    全国クラブラグビー大会（熊谷・東京） 

2・3月  日本選手権（東京・大阪） 

 ⑬アカデミーレフェリー研修会 

 ・東京・大阪 計1６回開催 

2．海外交流(派遣・受け入れ) 

①派遣関係 

・アジア５ネイションズカップ 

・アジア派遣（アジア圏での国際試合・大会） 

・ASIA バーバリアンズ ｖｓワールド１５ 

  ・NZRFUアカデミー研修（ＮＺ・クライストチャーチ） 

  ・ＩＲＢ JWRT U-20大会（グルジア・トリビア） 

  ・IRB Talent Optinization（南アフリカ） 

  ・IRB Match Official Education Conference（アイルランド） 

  ・ＪＯＣ海外派遣プログラム（ＮＺ・ワイカト） 

  ・ワールドカップサポート（ＮＺ） 

  ・PAN AMERIKAN GAMES 7's（Mexico City） 

  ・NZワイカト協会研修 

  ・香港協会交流 

  ・ドバイ協会交流 

  ・USA協会交流 

 ②受入関係 

・ＩＲＢレフェリーアドバイザーの招聘 

・サニックスユース大会 （福岡 4月28日～5月5日) 

・日本代表テストマッチ（11月） 東京 

・ＮＺ・ワイカト協会レフリー交流 

    ・香港協会レフェリー交流 

・ドバイ協会レフェリー交流 

・ＵＳＡ協会レフェリー交流 

3．レフェリーコーチ・評価研修活動 

①全国高校選抜大会研修会 

  4月1日～７日 埼玉 熊谷ラグビー場 

②ワールドユース大会研修会  

  4月28日～5月5日 福岡 宗像市 

③海外招聘レフェリーコーチによる巡回指導(８・２月)        

④レベルⅡ講習会（東京・愛知） 

⑤パネル・三地域・女子レフェリー研修(8月)  

 ⑥全国高校大会研修会   

    12月26日～1月３日 大阪 花園 

４．その他 

①委員会活動 

部門・三地域委員長合同会議 

4月２日  東京・秩父宮 

4月17日 東京・秩父宮 

7月９日  東京・秩父宮 

11月２6日 東京・秩父宮 

12月30日 大阪・クライトンホテル 

3月18日  東京・秩父宮 
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2．ルール部門 

具体的な取り組み 

・IRB ELV施行に向けての見解集約、IRBからの情報収集

を行った。 

・ラグビーの日本における正しい発展を目指し、IRB へル

ール改正の提言・実現を図った。 

・ルールとレフリングのギヤップ解消に努めた。 

・ルールの分かりやすい説明・啓蒙活動を行った。 

 

９.高校委員会                              

1．部会の開催 

①(財)全国高体連ラグビー専門部全国会議 

４月 ９日(土)常任委員会 

   10日(日)専門委員長会 

東京：ホテルフロラシオン青山 

12月25日(日)常任委員会 

    26日(月)専門委員長会 

大阪：キャッスルホテル 

②高校委員会会議 

 10月１日(土)大阪・ホテルクライトン江坂 

2．全国高体連関係 

 ４月12日（火）総体検討委員会（東京） 

 ４月22日(金)総体中央委員会(東京) 

 ５月24日(火)評議委員会(東京) 

 ６月14日（火）専門部長・委員長会（東京） 

 11月15日(火)専門部長・委員長会(東京) 

 ３月16日(金)評議委員会(東京) 

3．大会関連 

 ①第1２回全国選抜大会 

  東日本大震災のため中止 

 ②ジャパンセブンズ2011高校の部 

  東日本大震災のため中止 

 ③ｻﾆｯｸｽ 2011 ﾜｰﾙﾄﾞﾗｸﾞﾋﾞｰﾕｰｽ交流大会 

  平成23年4月28日(木)～5月5日(木) 

  福岡県宗像市：グローバルアリーナ 

 優勝 ハミルトンボーイズ ハイスクール（ＮＺ） 

 ④第7回全国高等学校合同チームラグビー大会  

  平成23年7月25日(月)～28日(木) 

  長野県：上田市菅平高原サニアパークで開催 

 U17 カップ優勝 九州、 プレート優勝 東海、 

      ボウル優勝 北海道 

 U18 カップ優勝 近畿、 プレート優勝 中国、 

     ボウル優勝 北信越 

 女子７人制 優勝 ＥＡＳＴ１、 

           コンソレーション優勝 ＷＥＳＴ１   

 U17ブロック優秀選手 

北海道：渡辺 隆之  東北：田澤 謙  関東：上原 充  

北信越：栗山 誠繁  東海：飯野 晃司  

近畿：松田 力也   中国：佐倉省吾 

四国：宮本大樹    九州：泰 啓祐 

⑤第６５回国民体育大会  

 平成23年10月２日(日)～６日(木) 

 少年の部 山口県長門市で開催 

 優勝 福岡県 ３３－１５ 佐賀県   

⑥第９１回全国高校ラグビー大会 

 平成23年12月27日(火)～平成24年1月７日(土) 

 大阪：近鉄花園ラグビー場 

 東福岡 36－２４ 東海大仰星 

⑦第４2回全国高専大会 

 平成24年1月４日（火）～９日（日） 

 兵庫県神戸ユニバー記念陸上競技場 

  及びホームズスタジアム神戸 

  神戸市立工業高専 ２２－１２ 仙台高専・名取 

⑧第４回U18合同チーム東西対抗戦 

  平成24年1月7日（土） 

  大阪：近鉄花園ラグビー場 

  西軍 ５７－７ 東軍  

4．強化指導 

①トライリージョンズ 

 平成23年６月24日(金)～27日（月） 

 長野県：菅平高原 

②Ｕ16／Ｕ17ブロックトレセン 

  全国9ブロックで開催 

③Ｕ１７合同チーム大会・合宿 

  平成23年７月23日（土）～25日（月） 

④タレントＩＤ事業 

  平成23年8月２日（火）～５日（金） 菅平 

  高校生１４名大学生３名招集 

⑤日韓中ジュニア交流競技会 

  平成23年8月19日（金）～22日（月） 合宿 

  平成23年8月23日（火）３３－１２韓国 

            25日（木）８４－０中国 

5．普及指導 

①合同ﾁｰﾑ交流大会兼第30回普及指導講習会  

 平成２４年３月(北海道23年4月) 

 全国９ブロックで開催 

②スキルアップキャンプ2011 

 平成23年７月３１日(日)～８月３日(水)   

 長野県：菅平 ３６校５６０名が参加 

6．第35回高等学校指導者研修会 

 平成24年1月６日(金)～８日(日) 

 東京：日本青年館 

 全国9ブロックから 2名の参加、研究発表と講演、 

 大学選手権決勝観戦 

7．高校海外交流 

①高校日本代表海外遠征 イタリア・フランス 

 平成２４年３月11日～２７日 

 第1戦 日本代表１５－２０ U18 イタリア代表B 

 第2戦 日本代表１５－１９ U18 イタリア代表 

 第3戦 日本代表２７－２０ U18 フランス代表 

 第4戦 日本代表５１－１０ U18 トゥールズアカデミー 
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②第18回日韓中ジュニア交流競技大会 

 平成23年8月23日（火）３３－１２韓国 

           25日（木）８４－０中国                               

8．高校ルール検討委員会 

9．安全対策 

10．その他 

 東日本大震災東北チームへの義捐金活動（専門部） 

 

１０．安全対策推進委員会 

1.各委員会・部門と連携し、横断的組織として活動し 

た。 

2．「重症事故の撲滅」と「安全なラグビーの普及・徹底」

を掲げ、安全対策の指導を行った。 

3．重症事故の再発を防止し、重症事故撲滅を図るべく

発生事故に対する調査・分析・研究を行った。 

4．チーム責任者等に『重症事故撲滅対策』の意識付け

を行い、チーム内においてチームの責任者が事故撲

滅の啓発活動の牽引役を担い自ら事故撲滅・安全推

進活動を展開できる組織的なサポートを実行した。 

5．「安全推進講習会」の開催により、「重症事故の撲滅」

と「安全なラグビーの普及」の徹底を図った。 

  ①「Rugby Ready」の活用 

  ②安全推進講習マニュアルDVDの作成と管理 

  ③安全推進講習会講師としてのトレーナーの育成 

  ④安全推進講習会医務関連講師の育成 

6．チーム登録資格要件の追加など、具体的施策を実

施した。⇒安全推進講習会受講者の登録を追加し

た。 

7．重傷事故分析班の活動を更に推進すべき努力をし

ているが事故記録の収集等問題が多かった。 

8. ２０1２年度に向け、また中長期的展望の下、新たな

施策を検討、実施した。 

9. 普及・啓発活動 

外傷・傷害の撲滅を目指し啓発活動の継続的実施。 

＜具体的な取り組み＞ 

・各委員会・部門と連携し重症事故の撲滅に努力した。 

・日本協会のＨＰを利用して、タイムリーな事例を掲載し

て、啓発した。 

10. 調査・検討 

1989 年からの重症事故データの継続的集計・分析⇒

ラグビー科学研究に２００８年からの IRB定義による重

傷事故データを発表 

＜具体的な取り組み＞ 

・重症傷害報告書、1 ヶ月後経過報告書及び２ヶ月後経

過報告書を提出する体制の組織強化のための話し合

いを行った。 

・重症傷害者に関するアフターケアの方向性の検討を

行った。 

11.研修会開催 

①スキルアップ研修会 

＜具体的な取り組み＞ 

 ・8月初旬、菅平において高校生及びその指導者を対 

象とした講習会に講師を派遣した。 

②各都道府県安全対策研修会 

＜具体的な取り組み＞ 

・安全推進講習会運用マニュアルを作成し、研修会の

スムースな運営を図る。 

 ・安全対策事業報告書を作成し、各都道府県での研

修会後、提出させた。 

 ・三地域及び各都道府県で開催される安全対策講習

会に講師を派遣した。 

12.メディカルサポーター管理 

メディカルサポーター制度の見直しを図り、セーフテ

ィアシスタントと名称変更した。 

＜具体的な取り組み＞ 

 ・各都道府県でのメディカルサポーター（セーフティア

シスタント）の養成状況を把握した。 

 ・新たにセーフティアシスタントの有効期間を４年とし 

た。 

 ・メディカルサポーター（セーフティアシスタント）管理 

に関する認定証・手帳を見直し内容を変更した。 

 ・メディカルサポーターセーフティアシスタント講習会

のあり方を見直し内容を統一化した。 

13.委員会の開催 

重症事故の速やかな対応・分析を図るとともに、各都

道府県での安全推進講習会の実施状況や次年度の

重点項目を策定するため年間４回委員会を開催し

た。 

14.連携 

競技力向上委員会、審判委員会、中学・高校委員会

との連携を一層強化し、外傷・障害の減少を図った。 

 

１１. メディカル委員会 

メディカル部門  

三地域協会および都道府県医務委員会間の整合性を

とりながら広範な医学的支援を行った。 

①委員会・医事担当部門会議・三地域連絡協議会 

②医務担当・日本協会主催試合(主管協会と連携) 

③日本代表チームメディカル部門担当(含む海外遠征) 

1．三地域連絡会議 

 日 時：2011 年 7 月 23 日（土） ／ 2011 年 10 月 31

日（日） 

 場 所：ジャパンクラブ 

 

2．各代表カテゴリーへのメディカルサポート 

  代表チームへのドクター派遣 

   ＜日本代表＞ 

 村上 秀孝（久留米大） 

①4月1日～13      強化合宿（宮崎） 

②4月21日～21日    アジア 5ネイションズカップ 

③6月1日～7月13日   IRBパシフィック・ネーション

ズカップ 
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④7月24日～8月13日  イタリア遠征 

⑤8月21日 RWC壮行試合（アメリカ戦） 

⑥9月10日～10月23日 ラグビーワールドカップ NZ 

大会 

 宗本 充（奈良県立医大） 

①6月1日～10日    強化合宿（宮崎） 

＜日本A代表＞ 

 川崎 隆之（順天大） 

①6月8日～11日   直前合宿（東芝府中） 

②6月12日～7月4日 ニュージーランド遠征 

＜U20代表＞ 

 井上 貴司（久留米大） 

①4月7日～21日     スコットランド遠征 

②4月28日～5月2日／5月13日～17日 強化合宿 

③5月 17 日～6月7日 ジュニアラグビーワールドトロ

フィー グルジア大会 

 五反田清和（済生会福岡総合病院） 

①6月22日～25日  アジアラグビージュニアチャンピ

オンシップ 強化合宿 

②6月25日～29日  アジアラグビージュニアチャンピ

オンシップ(香港) 

③2012年2月24日～27日  

  U20代表第一次セレクション合宿 

④3月9日～12日 U20代表第二次セレクション合宿 

＜7人制代表（男子）＞ 

 田崎 篤（聖路加国際病院） 

①5月29日  セブンズフェスティバル2011 

②11月21日～27日  

  IRBセブンズワールドシリーズ  オーストラリア大会 

③2012年2月10日～12日  

  IRBセブンズワールドシリーズ アメリカ大会 

④3月23日～26日      

  IRBセブンズワールドシリーズ 香港大会 

＜7人制代表（女子）＞ 

 田崎 篤（聖路加国際病院） 

①5月29日 セブンズフェスティバル2011 

②10月1日～2日  アジアウィメンズセブンズチャンピ

オンシップ インド大会 

③2012年2月10日～12日  USAウィメンズ・インター

ナショナル・インヴィテーショナル・セブンズ 

④3月23日～26日  

  IRB ウィメンズセブンズチャレンジカップ  

＜高校代表＞ 

 守屋拓朗（千葉労災病院） 

① 3月11日～28日  イタリア・フランス遠征 

3．トップリーグ各試合、大学選手権、全国高校大会等

へのマッチドクター派遣、及び観客対応。 

4．ラグビーフォーラムの開催 

 日時：3月17日（土） 

 場所：新宿NSビル 

5.女子チームメディカルサポート会議の開催 

 日時：3月31日（土）～4月1日（日） 

 ＊東京セブンズにおいて女子チームへ帯同 

6．安全推進講習会の開催 

 

トレーナー部門 

日本代表チームメディカル部門担当(含む海外遠征帯

同トレーナ派遣)と、トレーナーの位置付けを明確にす

るとともに人材の育成を行なう 

①代表チームトレーナー派遣 

②人材育成事業(ラグビートレーナー育成) 

③トップリーグメディカルコントロール部会との連携強化

およびその他の必要な事業 

④女子委員会へのトレーナー的支援 

＜日本代表＞ 

4月1日～13  強化合宿（宮崎） 

4月21日～21日 アジア5ネイションズカップ 

6月1日～7月13日  

 IRBパシフィック・ネーションズカップ 

7月24日～8月13日  イタリア遠征 

8月21日 RWC壮行試合（アメリカ戦） 

9月10日～10月23日  

 ラグビーワールドカップ NZ大会 

＜日本A代表＞ 

6月8日～11日   直前合宿（東芝府中） 

6月12日～7月4日 ニュージーランド遠征 

＜U20代表＞ 

4月7日～21日     スコットランド遠征 

4月28日～5月2日／5月13日～17日 強化合宿 

5月17日～6月7日  

 ジュニアラグビーワールドトロフィー グルジア大会 

6月22日～25日    

 アジアラグビージュニアチャンピオンシップ 強化合

宿 

6月25日～29日   

 アジアラグビージュニアチャンピオンシップ(香港) 

2月24日～27日  U20代表第一次セレクション合宿 

3月9日～12日  U20代表第二次セレクション合宿 

＜7人制代表（男子）＞ 

5月29日 セブンズフェスティバル2011 

11月21日～27日  

 IRBセブンズワールドシリーズ オーストラリア大会 

2月10日～12日  

 IRBセブンズワールドシリーズ アメリカ大会 

3月23日～26日 

 IRBセブンズワールドシリーズ 香港大会 

＜7人制代表（女子）＞ 

 5月29日 セブンズフェスティバル2011 

 10月1日～2日 アジアウィメンズセブンズチャンピオ

ンシップ インド大会 

 2月10日～12日  USAウィメンズ・インターナショナ

ル・インヴィテーショナル・セブンズ 

 3月23日～26日 

          IRBウィメンズセブンズチャレンジカップ  
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＜高校代表＞ 

 3月11日～28日  イタリア・フランス遠征 

＜トレーナーセミナー/研修会＞ 

 2012年3月25日(日)、26日(月)  

 ナショナルトレーニングセンター会議室(東京都北区)                   

＜部門会議＞ 

 10月2日 (日) 

 3月24日(土) 

 

12.女子委員会 

1. トライアウト 

①関西地区 

主催 関西ラグビー協会 

期日 6月12日（日） 

会場 神戸製鋼灘浜グラウンド 

概要 12名参加 合格3名 

②関東地区 

主催 関東ラグビー協会 

期日 7月10日（日） 

会場 辰巳の森海浜公園ラグビー場 

概要 21名参加 合格9名 

③九州地区 

主催 九州協会 

期日 11月20日（日） 

会場 さわやかスポーツ広場 

概要 ユース年代も含めて６０名参加 

２．KOBELCO CUP2011   

  第１回全国高等学校女子７人制ラグビー大会 

 期日 7月25日(月)～28日(木) 

 会場 菅平サニアパーク 

 概要：参加者・経験者 72 名 初心者 58 名 合計 130 

名。経験者は６チームによるリーグ戦 初心者は講

習会 

  結果:経験者の部はEAST1 が優勝 

３．太陽生命カップ2011  第２回全国中学生ラグビー大会 

  期日 9月17日(土) ～19日(月) 

  会場 ケーズデンキスタジアム水戸・ツインフィールド  

  概要 U15女子７人制エキジビションとして、 

        関西選抜、関東選抜、九州選抜、 

      水戸ホーリックの４チームが参加 

４．第24回女子ラグビー交流大会 

 期日 11月23日（水） 

 会場 江戸川区陸上競技場  

     概要 全国の女子チームの試合及び全国高等学校ラグ

ビー大会に参加する東軍のｾﾚｸｼｮﾝを行った  

5．第91回全国高等学校ラグビーフットボール大会 

  エキジビション 

期日 12月27日（月） 

会場 近鉄花園ラグビー場 

概要 普及の部とハイパフォーマンスの部の 

    東西対抗 ２試合 

６．第13回ジャパン・ウィメンズ・セブンズ大会 

  （Japan Women’s Sevens 2012） 

  期日 2012年3月18日（日） 

  会場 瑞穂ラグビー場 

  概要 全国の女子チーム11チームが参加  

  名古屋レディース優勝 

  関西ユースと名古屋Jr. のエキジビション行った  

7. 女子15人制3地域対抗 

 期日 2011年11月13日（日） 

       関東地域代表A対 B  熊谷ラグビー場 

      2011年12月27日（土） 

       関西地域代表 対 関東地域代表Ａ 

                滋賀県皇子山ラグビー場 

    2012年1月9日（月） 

       関西地域代表 対 関東地域代表 B 

 概要 ２３年度よりトップチーグの試合の前に１５人制の 

強化として地域代表による試合を行った 

 

【特別委員会】 

１．アンチ・ドーピング委員会 

ＩＲＢ規定およびＷＡＤＡ規程を遵守するために、国内ドー

ピング防止機関であるＪＡＤＡと連携調整しながら、ラグビ

ーにおける選手、コーチ、トレーナー、チームＤｒ等関係

者を対象にして、ドーピング防止活動を行った。 

1．ドーピング検査 

  ・ＪＡＤＡと協力して、競技会検査(テストマッチ 4 検体・トッ      

プリーグ 96検体・大学選手権12検体・日本選手権12検

体)を実施した。IRBが主催したテストマッチでは4検体の

検査を実施し、IRB に協力した。競技会検査では陽性例

が認められなかったが、競技会外検査（結果管理 IRB）に

おいて1例の陽性例が認められ、更なる教育の必要性が

明らかとなった。 

 ・ＪＡＤＡおよびＩＲＢの居場所情報管理について、JADA と 

の調整を行った。 

 ・治療目的使用に係る除外措置申請手続きの助言と指導

を行った。 

2．普及活動、セミナー開催、情報提供活動 

・トップリーグの各チームＤｒとトレーナーを対象にドーピン

グ防止関連の情報提供を行った。 

・チームに対するドーピング防止講習会に使用するプレ

ゼンテーション資料を作成し、講習会を 3回（日本代表1

回、トップリーグ 1 回、女子日本代表チーム 1 回）実施し

た。 

・日本代表（15 人制、7 人制）各チーム、トップリーグ各チー

ム、日本選手権出場チーム、全国大学選手権出場校、女

子日本代表チームにJADA作成のドーピング防止関係教

材を提供した。 

・３地域協会を通じて、JADA 作成のドーピング防止教材を

（関東7,400部、関西6,000部、九州3,000部）配布した。 

・第91回高校高等学校ラグビーフットボール大会において
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JADA のアウトリーチ・プログラムの実施に協力し、第 13

回全国高等学校選抜ラグビーフットボール大会において

は本委員会でアウトリーチ・プログラムを実施した。 

 

2．登録者傷害見舞金委員会  

1．従来の印刷物からデータベースに改め平成23 年度版

「（財）日本ラグビーフットボール協会登録者傷害見舞

金制度要綱」を作成し、ホームページにアップして制

度の告知、浸透を図った。 

2. 新公益法人法に基づく今後の運用方法を検討し、公益

に資するこの制度をそのまま残すこととした。 

3．傷害データの実態把握ならびに統計分析を検討した。 

4．傷害保険の導入を検討したが、個人での加入促進を図

ることとし、協会としての導入は見送った。 

5．安全対策、特に脳振盪および脳振盪の疑いへの補助

策として見舞金給付表の一部見直しを行った。 

6．三地域協会の年度別実績を集計した。 

7．平成23年度版を改定し、平成24年度版「(財)日本ラグ

ビーフットボール協会登録者傷害見舞金制度要綱」を

作成し、昨年度と同様ホームページにアップして浸透、

告知に努めた。 

8．重症事故撲滅のため、安全対策委員会と連動し活動を

行った。 

 

戦 略 室  

JRFU戦略計画に関して以下の業務を行った。 

①  戦略計画のレビューと修正・追加 

② 戦略計画の周知徹底（7 月に三地域において都道

府県理事長・書記長会議を実施） 

③ 都道府県協会訪問による戦略計画の説明と意見交

換、事例の収集と機関誌／ウェブページ／一斉メ

ール等での発信を行った。 

④ 戦略室固有業務である市町村協会設立推進のため。

「市町村協会新設補助金」を立ち上げ、各都道府県

に通知、結果13新設市町村協会による利用があり、

情報やノウハウの蓄積に寄与。 

⑤ タレント発掘部門、代表事業部と連携し、地域の選

手の発掘・育成・強化及び各種普及策を推進するた

めのパートナーとなる「パートナークラブ」制度を立

ち上げ、運営した。 

⑥ 競技者登録システムを中心としたデータベースシス

テムを発足し、即時、効率的な登録者動向、普及策

検討につながる分析を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＷＣ組織委員会 

主に以下の活動を行った。 

1. 日本スポーツ振興センターからの 36 億円の助成金の

獲得 

2. IRB理事会にてHUA特別条項をクリアするための諸活

動 

 財務保障 

 免税対策 

3. 第1回自治体連絡会議の実施 

 自治体からの訪問、各種問い合わせへの対応 

4. RWC2011（ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ大会）の視察および大会分析 

 予選プールでの試合会場・ｷｬﾝﾌﾟ地・自治体等の視察 

 決勝ﾄｰﾅﾒﾝﾄでの大会運営・各種オペレーションの視察 

5. RWC2011（ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ大会）中のプロモーション活動 

 RWC2019成功議員連盟の国会議員ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ参加 

 各試合会場でのプロモーション活動 

 オークランドでの日本大会告知ファンクションの開催 

6. 組織委員会を一般財団法人として登記するための準

備活動 

 「定款」の作成 

 理事・評議員登記のための諸連絡等 

7. 国内プロモーション活動 

 バッジ・シール・チラシ・ポスター等の作成 

 国内主要大会会場での活動 

8. 海外でのプロモーション活動 

 英文「JRFU Handbook」の作成と配布 

 英文「Newsletter」の作成と配布（2か月に1回） 

 RWCLの専用サイトとの連携 

9. アジアラグビー協会（ARFU）との連携 

 アジア理事会でのプレゼンテーション 

 アジアスクラムプロジェクト 

 ラオスでの告知ファンクションの実施 

10. 関係部署との連絡調整 

 関係省庁（文科省、観光庁、外務省、財務省等） 

 日本スポーツ振興センター（NAASH）    

 RWC2019成功議員連盟 

 国会ラグビークラブ 

 地方自治体（開催会場・キャンプ地） 

 地域協会＆都道府県協会 

 日本サッカー協会等競技団体 

 その他 

11. その他、ワールドカップ開催準備のための活動全般 

 ①各種文書の翻訳 

 ②ＲＷＣＬ／ＩＲＢとの諸連絡系 

 定期電話会議実施 

 月次報告書の作成と報告 

 定期報告書の作成と報告 

 ＨＵＡ特別条項に関する業務 

 ③プロパティー管理 

   ①ロゴマーク 

   ②ドメイン管理 
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関東ラグビーフットボール協会 

＜各委員会報告＞ 

１. メディカル委員会 

1. 委員会活動 

1） 総務委員会 各小委員会の支援、日本協会との連携 

2） 傷害安全対策委員会 重症傷害データ分析と報告 

3） 救急医療委員会 秩父宮医務室、医務用品の管理 

4） 医師派遣委員会 協会主催試合へのマッチドクター

の派遣 

5） 学術委員会 ラグビー傷害・外傷対応マニュアルの改

訂 

6） 歯科委員会 マウスガードの普及と有用性の学術的

検討 

2. 都道県医務委員長会議 

・平成23 年9 月3 日（土） 於日本青年館 

・平成24 年1 月22 日（日） 於都立青山高校 

3. メディカル委員会総会 

・平成23 年9 月4 日（日） 於日本青年館 

4. 日本協会メディカル委員会への参加 

5. 三地域連絡協議会への参加 

6. 日本協会主催試合（東京セブンス2012、トップリーグ

を含む）の医務活動への協力 

 

2. レフリー委員会 

１. 会議関係 

（1） 総務会 平成23 年7 月及び平成24 年2 月開催  

於 秩父宮会議室 

（2） 定例委員会会議 毎月1 回 於 秩父宮会議室 

（3） 関東協会各都道県レフリー委員長会議 

（4） 平成23 年度レフリーコーチ及びレフリーマンディー

ミーティング 

２. Ｂ級レフリー認定講習会 

平成23 年8 月12 日（金）〜14 日（日） 於：菅平高原 

３. 研修会関係 

（1） 東北新人大会レフリー研修会  

（2） 関東高校レフリー・レフリーコーチ研修会 

（3） 北信越レフリー研修会  

（4） 新潟県レフリー養成研修会  

（5） ジュニアジャンボリー女子レフリー研修  

（6） 東北レフリー研修会  

（7） Ｂ級トップ研修会  

（8） 三地域候補選抜研修会  

（9） 女子レフリー研修  

（10） 全国中学生選抜大会女子レフリー研修  

  ４．各部会・講習会 

（1） コーチ部会 

（2） 指名部会、春季オープン戦レフリー割当、公式戦レ

フリー割当 

（都道県対抗、社会人、クラブ、高校、大学、入替戦、

国民体育大会予選等） 

 

（3） 国際関係 

NZ ウエリントン協会交流 

 

3. 安全対策委員会 

１. 各都道府県協会メディカルサポーター養成講習会実

施 

２. 菅平高原 安全対策啓発活動 

（1） 菅平内グランドへの看板設置 サイズ：1,800× 

900mm 台数：32 台 

（2） 高校生対象のスキルアップ講習会での安全対策講

習 8 月3 日〜5 日 

３. 日本協会安全対策委員長会議開催 

４. 随時、重症傷害予防に関する注意・喚起を促し、その

啓発を図る。 

５. 各都道県における安全推進講習会の開催と受講義

務化の徹底（日本協会安全対策推進委員会との連携） 

６. トレーナーによる各チームへの選手のコンディショニ

ング及び、ケガに対するケアに関する情報提供活動

の実施（ホームページを利用したチームからの質問コ

ーナーの立ち上げ、希望チームにはトレーナーの派

遣） 

７. 総括 

日本協会安全対策推進委員会が中心となり、チーム登

録と連動する形で各県安全推進講習会の受講義務化

を決定し、重傷事故の減少を図り、3年を経過している

が、その効果は顕著であるとは言い難い状況にある。

今後各県安全対策委員長のご意見もすい上げながら、

より実効のあるものにしていく必要があると考えていま

す。 

 

4. コーチ委員会 

1. 指導者養成事業 

（1） 新コーチトレーナー養成講習会 

（2） 強化・育成コーチ・新スタートコーチブラッシュアッ

プ研修会 

（3） 内容：招待試合観戦レポート、安全推進講習等 

（4） 強化コーチ資格認定講習会 

（5） 新スタートコーチ資格認定講習会及びブラッシュア

ップ講習会 

（6） 三地域コーチ会議 

（7） 育成コーチ講習会 

2. 地域推進事業 

（1） 都道県コーチ委員長会議 

 

5. 普及育成委員会 

中学校部門・スクール中学生部門・事業報告 

（1） 大会開催（主催） 

① 「第62 回関東中学校ラグビーフットボール大会」 

② 「第5 回東日本U15 ラグビークラブ大会」 

③ 「第13 回東日本ジュニアラグビー菅平ジャンボリ

ー」 

 ④ 「第2 回北海道・東北中学校ラグビーフットボール
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大会 県2011 太陽生命カップ第2 回全国中学生ラ

グビーフットボール大会〜中学校の部〜北海道東

北予選大会」 

⑤ 関東協会管下の17 都道県のブロック大会を以下

の通り開催した。 

ⅰ）「 第32 回東北中学生ラグビー交流大会」 

ⅱ）「 第18 回関東甲信越ジュニアラグビー交流大会」 

⑥ 「第31 回東日本中学生ラグビーフットボール大

会」〜ラグビースクールの部〜 

（兼第17 回全国ジュニアラグビー大会東日本地区予

選） 

 ⑦「第31 回東日本中学生ラグビーフットボール大会

〜中学校の部〜」 

 （第31 回東日本中学校ラグビーフットボール大会） 

⑧「第9 回東日本U15 ラグビーフットボール選抜大会

〜春の選抜〜」 

（2）大会主管とチーム派遣 

  「2011 太陽生命カップ第2 回全国中学生ラグビーフット

ボール大会」 

（3）支部協会選抜チームの派遣（及び優秀選手の選出） 

  「第17 回全国ジュニアラグビーフットボール大会」  

（4）女子選手 

  関東協会として、女子チームの他に、スクールでも重複

してプレイを希望する選手は、支部協会が実施する選抜

セレクションなど、全ての活動について引き続き門扉を

解放する方針とした。 

（5）会議その他の事項 

  中学校部門会議、スクール中学生部門ワーキング会議）、

及び中学生全体主要幹部会議を開催した。 

 

6. セレクションコミッティ・強化委員会 

 1. 委員会開催 

 （1） 本年度の予定について 

 （2） 関東代表セレクションマッチの開催について 

 （3） 各代表チームについて 

① 東西学生（東軍） メンバー選考、スタッフ選出 

② 関東代表 

③ 関東代表スタッフ について 

④ セレクションマッチ 

 ⑤ 対ＮＺＵ 選手選考方針、スタッフ、スケジュール

について 

 2. 学生代表 

 （1） 第66 回学生東西対抗試合 学生オールスターゲー

ム → 中止 

 （2） 韓国遠征・・・中止 

 3. 関東代表 

 （1） 国際試合 

対 ニュージーランド学生代表 

第１戦：4 月2 日（土） 

関東代表 対 ニュージーランド学生代表  

14：00 秩父宮ラグビー場 

第２戦：5 月3 日 

全早慶明三大学選抜 対 ニュージーランド学生代表  

14：00 秩父宮ラグビー場 

3 月11 日に発生した東日本大震災のため、来日中止 

 （2）セレクションマッチ →中止 

 （3）平成23年度三地域対抗試合 →中止 

4. 関東高校選抜･イーストジャパンＨＳ 

 

7. 社会人委員会 

 1. 各種大会実施参加 

 （1）第53 回YC&AC セブンズ ⇒中止 

 （2）第48 回東日本都道県対抗大会開催 

 （3）第66 回国民体育大会ブロック大会 

 （4）ジャパンラグビートップリーグ主管 

 ジャパンラグビートップイーストリーグDiv.1、Div.2 

 第52 回関東社会人リーグ 

 イーストリーグプレーオフ 

  （5）トップチャレンジシリーズ 

 2. 全体会議 

  （1）社会人委員会 

2 月5 日（日）：秩父宮ラグビー場クラブハウス 

  （2）社会人委員長会議 

2 月19 日（日）：秩父宮ラグビー場クラブハウス 

 

8. クラブ委員会 

 1. 第19回全国クラブ大会の主管 

 2. 第8回東日本トップクラブリーグの主催（兼、第19 回全  

国クラブ大会東日本地区予選） 

 3. 第21回東日本クラブトーナメント大会の主催 

 4. 第30回ラグビーフェスタ2011 イン・スガダイラの主催 

 5. 第28回東北クラブ選手権大会の主催 

 6. 第19回ラグビーフェスタ2011・イン・ハチマンタイの主

催 

 7. 第2回東日本クラブセブンズ2011 の開催 

 8. サンケイスポーツ杯・第19 回関東学生クラブ選手権大

会の主催 

9. 地区対抗チャレンジマッチへ学生クラブ代表を派遣 

 10. 第10回東西学生クラブ対抗試合へ関東代表を派遣 

 11. 学生クラブ東西交流ラグビーフェスティバル・イン・ス

ガダイラ2011 の主管 

 12. 東北クラブ委員長会議の開催 

 13. 関東クラブ委員長会議の開催 

 14. 東日本各地で「クラブカンファランス」を実施 

 15. 委員会、小委員会の開催 

 

9. 女子委員会 

 1. 東北・関東ユースセレクション 

期日 関東：5 月22 日・6 月5 日（日） 東北：6 月 

 2. 第62 回関東中学校ラグビーフットボール大会女子7 

人制エキシビジョンマッチ  

期日 6 月11 日（土） 

 3. 千葉県ガールズ・ラグビーフェスティバル2011 千葉県 

協会主催 
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期日 6 月25 日（土） 

 4. 安全対策講習会 

期日 7 月5 日（火） 

 5. ユース選手菅平合宿 

期日 7 月28 日（木）〜 月31（日） 

 6. 太陽生命カップ2011 第2 回全国中学生ラグビーフッ 

トボール大会 

期日 9 月17 日（土）− 19 日（祝月） 

 7. 第22 回東北・北海道交流大会 

期日 10 月22 日（土） 

 8. 第22 回関東女子ラグビーフットボール大会 

期日 10 月16 日・23 日・30 日（いづれも日曜日） 

 9. 第5 回ガールズラグビーフェスティバル   

期日 11 月26 日（土） 

 10. 関東ユース、関西ユース交流戦 

期日 12 月18 日（日） 

 11. 関東ユース、九州ユース交流戦 

期日 2 月4 日（土）5 日（日） 

 12. 第3 回関東地区SEVEN’ S IN KUMAGAYA 

期日 2 月19 日（日） 

 13.その他 

 （1）東北・関東ユース活動（小学5 年生〜高校3 年生） 

 （2）高体連・女子登録チーム高校生女子合同練習会 

 （3） 女子ラグビー講習会・イベント活動 

  ①東日本大震災復興イベント 茨城県ラグビーフェステ

ィバル 

  ②東北女子合同練習会 

  ③武蔵野市ラグビーフェスティバル 

  ④女子ラグビー体験会 東京都協会主催 

 （4）日本協会、高体連関連行事 

①関東地区トライアウト 

② 第24 回女子ラグビー交流大会 

③ 花園U18 女子セブンスマッチに向けたセレクション

マッチ及びトライアウト 

 

10. 大学委員会 

 １. 各種大会実施 

 （1） 第62 回全国地区対抗 関東1 区、2 区予選実施 

 （2） 関東医歯薬リーグ実施  優勝：昭和大学 

 （3） 第12 回東日本大学セブンズ 

 （4） リーグ戦、対抗戦など公式戦の実施 

 （5） 第33 回関東大学ジュニア選手権 

 （6） 第48 回全国大学選手権出場決定戦実施 

 ２. 諸会議の開催 

 （1） 大学スケジュール会議 平成23 年6 月6 日（月） 

 （2） 大学主務会議 平成23 年9 月2 日（金） 

 （3） 新陣容説明会 平成23 年9 月5 日（月） 

 （4） 監督意見交換会  

 （5） 復興支援大学プロジェクト会議  

    平成23 年5 月7 日、5 月23 日、6 月6 日 

 

 

11. 高校委員会 

 1. 各種大会、予選会実施、全国大会参加 

 （1）ジャパンセブンズ2011 高校の部参加 4 月14 日 東 

京都：江戸川区陸上競技場 

 （2）関東高校代表対九州高校代表戦 4 月14 日 東京

都：江戸川区陸上競技場 

 （3）地区大会 

  第38回北海道高校大会 7 月26・27・28・30 日  

   札幌市：野幌・月寒ラグビー場 

  第62回東北高校大会 6 月15 〜18 日 青森県：大鰐市 

  第59回関東高校大会 6 月10 〜12 日  

   神奈川県：相模原市 

  第33回北信越高校大会 6 月18・19 日  

   新潟県：鳥屋野市 

 （4）Ｕ１７ブロックトレセン・講習会 

北海道ブロック 6 月11 〜12 日 帯広市 

東北ブロック 7 月1・2・3 日 青森県：大鰐市 

関東ブロック 6 月18 〜20 日 東京都：日本大学 

北信越ブロック 6 月24 〜26 日  

 長野県：菅平サニアパーク 

 （5）ブロック国体・第65 回国民体育大会予選会 

北海道大会 6 月14、15 日 帯広市 

東北大会 8 月19・21 日 青森県：大鰐市 

関東大会 8 月26・28 日 茨城県：水戸市 

北信越大会 8 月21・27・28 日  

 長野県：菅平サニアパーク 

 （6）第65回国民体育大会参加 10 月2 〜6 日  

   山口県：長門市俵山 

 （7）第91回全国高校大会参加  

   12 月27 日〜1 月7 日 花園ラグビー場 

（8）第13回全国高校選抜大会地区予選会 

   北海道新人大会 平成23 年10 月19、20、22 日  

   函館市 

   東北新人大会 平成24 年2 月8 〜12 日 未定 

   関東新人大会 平成24 年2 月11・12・18・19 日  

     埼玉県：熊谷ラグビー場 

   北信越新人大会 平成24年3 月11・12・18・19 日  

     新潟県：鳥屋野市 

（9）関東都県対抗戦 平成24 年2 月13・19 日  

   埼玉県：熊谷ラグビー場 

（10）第13 回全国高校選抜大会参加  

   埼玉県：熊谷ラグビー場 

 2. 普及指導講習会の開催 ─ ブロック別少人数制大会 

 3. 第36回高校ラグビー指導者研修会 

 4. 第13回全国高校選抜大会の主管と準備会議の実施 

 5. 関東高校代表チームの編成と強化遠征試合→ユース

代表選考活動 

 6. 高等専門学校チームとの普及・強化に向けた事業→

各種大会への参加、新規大会の企画 
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12. ツアー委員会 

（1） 海外遠征申請手続 

日本協会へ手続き上申 

（2） 外国チーム来日許可申請手続 

 

13. 広報委員会 

  （1）関東協会「協会年鑑2011 ～ 2012 年版」の作成と配 

布。 

  （2）関東協会「役員名簿2011 ～ 2012 年版」の作成と配

布。 

  （3）平成23年度試合日程メンバー表の作成と一般分頒

布。 

  （4）日本協会機関誌＜ RUGBY FOOTBALL ＞に関東

協会だよりを執筆掲載。 

  （5）日本協会、関東協会主催・主管ゲームで、各種パン

フレット、出版物等の販売。 

  （6）日本協会広報活動への協力。 

  （7）関東協会「秩父宮ポスター」「トップイーストリーグ」ポ

スターの作成と配布、及び一般頒布。 

  （8）関東協会ポスターを、JR 東日本首都圏管内各駅へ

の駅貼りの実施。 

  （9）「トップリーグ」を主に各種・告知活動を展開。 

  （10）ラグビー普及・振興のための広報、広聴活動。 

  （11）関東協会「ホームページ」の運用。 

  （12）支部協会「ホームページ」運営の支援。 

  （13）インターネット上での記録入力。 

  （14）試合当日の「メンバー表」の一般への無料配布。 

  （15）報道各社への「プレスリリース」の配信。試合後の記

者会見実施。 

  （16）関東協会主催、主管試合の記録の管理。 

  （17）日本協会主催試合の記録サポート。 

 

14. 観客動員委員会 

  （1） ポスター制作16 校 

  （2） 共通ポスター制作 

  （3） ポスター優秀作品表彰 

  （4） 選手名鑑チラシ制作 

  （5） 校歌斉唱 

  （6） ハーフタイムイベント 

  （7） プロモーションvideo 

  （8） ポスター配布 

  （9） 卒論応援ブログ（ラグスタ）新企画「カッコいい男」 

  （10） 就職ガイダンス 

  （11） 場内アナウンス 

  （12） 応援企業開拓 

 

15. 登録者傷害見舞金審査委員会 

  （1） 各都道県協会より報告された傷害報告、見舞金請

求（診断書）に対し毎月審査委員会を実施。 

  （2）. 登録者傷害見舞金制度、関東協会管下分につい

て収支明細及び見舞金支給者名簿を作成し日本協会

へ報告。 

＊日本協会の登録者傷害見舞金委員会（特別委員会）の

委員として当委員会より3 名が参加。 

16. 選手資格審査委員会 

  （１） 外国人新規登録の審査 

   ①日本協会規約第97 条「6 月末日までに第96 条、

74 条規定の手続きにより登録」 

   ②提出書類（交付書類は写しで提出） 

（２）トップリーグ選手の移籍手続 

第93条〔選手の移籍〕 

（３）トップリーグ以下の社会人リーグ選手の移籍手続 

  トップリーグ以下の社会人リーグに関しても、第93 条

を準用する。 

 

17. 規律委員会 

 （1） 競技規則、トップリーグ表彰懲罰規程に準拠した不行

跡、不規律の処置 

①期日： 平成23 年9 月25 日（日）   

     場所：盛岡市南公園球技場 

②期日：平成23 年10 月30 日（日）   

     場所：秩父宮ラグビー場 

③期日：平成23 年10 月29 日（土）   

     場所：日本体育大学健志台グラウンド 

 （2） シンビンの計数ならびに公開 

 

18. 競技委員会 

  （1） 公式戦の日程調整と決定 

 有料試合（各地） 

 各セクションの大会実施（スクール、中学、高校、大学、 

地区対抗、高専、社会人、学生クラブ、クラブの公式大

会） 

  （2） 公式大会主催・主管 

公式戦会場への担当理事・競技役員の決定と派遣 

競技役員の発掘と育成 

ボール係の派遣依頼 

  （3） 競技運営向上の為の、各種マニュアル作成 

競技役員の誰でもが各種競技運営職務に携わること 

が出来る様にマニュアルを改訂 

   危機管理役員を担当出来る様に、マニュアルの追加・

改訂 

（4） 全員参加で確実な競技運営 

競技役員全員がどの職務でも担当可能となるよう、職 

務担当のローテーションを実行。 

   専門性の高い職務は、担当者のスキルアップをはかっ

た。 

危機管理担当チームは、リーダーの養成を行った。 

平成23 年度より展開された通達「脳震盪及び脳震盪の

疑い」は、ドクターと連携し確実に実行。 

 

19. 総務法務委員会 

 （１）関東協会規約その他諸規程の整備 

 （２）租税公課に対する対応 

 （３）労務管理の整備 
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 （４）法令順守（コンプライアンス）の推進 

 （５）日本協会との組織統合への対応 

 （６）各委員会間の調整作業 

 （７）その他 

 

関西ラグビーフットボール協会 

1. 医務委員会 

・ 委員会開催 1７回 

・ 日本選手権、大学選手権、全国高校大会他各地域

での公式戦での活動実施 

 

2. 総務委員会 

・ 委員会開催 12回 

 

3. レフリー委員会 

・ 委員会開催 4回 

・ 研修会開催 5回 

・ Ｂ級認定講習会 3回（徳島・石川・愛知） 

・ レフリー派遣（一宮セブンズ大会、関西クラブ大会） 

 

4. 強化・セレクション委員会 

・ 強化・セレコン委員会 2回（10/8、3/20） 

・ 三地域強化・セレコン委員長会議（2/11） 

・ 三地域対抗試合 中止 

・ 「関西学生 南北選抜対抗戦」実施説明会（4/2） 

 

5. コーチ委員会 

・ トップチームコーチ会議  

             （7/10 ﾎﾃﾙｸﾗｲﾄﾝ新大阪）    

・ 総務部会（6/10、1/23 関西協会） 

・ 強化コーチ養成講習会派遣 

       （7/23～ 国立オリンピックセンター） 

・ 育成コーチブラッシュアップ講習会 

        （2/5 ホテルクライトン新大阪） 

・ 関西協会コーチ委員長会議（2/25 近鉄花園） 

                   

 

6. 普及育成委員会 

（1） ジュニア部門 

・ 関西中学生大会 （7/29～7/31） 

・ 関西中学生ジャンボリー （7/29～7/31） 

・ 中四国ジュニア大会 （8/20～21 ） 

・ 近畿スクールジュニア交流大会 （11/19） 

・ 全国ジュニア近畿ブロック予選 （11/20） 

・ 全国ジュニア大会 （12/29・31） 

・ 関西スクール新人交流大会 （3/24・25） 

 

  （2）ミニラグビー部門 

・ 淡路島ミニジャンボリー大会（6/25～26） 

・ ラグビーマガジンカップ（10/15～16） 

 

  （3）タグラグビー部門 

   ・タグ担当委員会 ７回 

   ・ 「関西タグラグビーフェスティバル」 

           琵琶湖CUP in 長浜ドーム（5/21 ） 

 

7. 安全対策委員会 

・ 総務部門会 （10/15） 

・ 常任委員会 （2/5） 

・ 安全推進講習会 （2/5 近鉄花園） 

安全対策委員長21名、医務委員長21名、 

コーチ10名、その他7名  総計59名 

 

8. 社会人委員会 

・ トップウエストリーグ 

Ａグルーブ  9/17～12/10 （4チーム） 

Ａ1グループ 9/10～12/24 （6チーム） 

Ｂグループ  9/24～12/10 （6チーム） 

Ｂ1グループ 9/11～12/10 （6チーム） 

   ・トップウェスト入替戦（Ａ-Ａ1入替戦） 

ＪＲ西日本 37- 7ユニチカ （12/24  ＪＲ西日本Ｇ） 

   ・トップリーグチャレンジシリーズ 

      トップチャレンジ2（12～1月・福岡、東京、大阪） 

     1位通過：クボタ 

      トップチャレンジ1（1～２月・大阪、福岡、東京） 

     1位：キャノン、2位：九州電力 

   ・トップリーグ入替戦 

    ＮＴＴドコモ 29-27 クボタ （3/3 大阪） 

    福岡サニックス 39-17 豊田自動織機 （3/3 福岡） 

   

9. クラブ委員会 

 ・第3回近畿リーグ 

・第23回クラブ大会 

・第2回クラブ委員長会議 

・関西クラブトップリーグ 

  優勝 六甲ファイティングブル 

 

10. 大学委員会 

・ リーグ委員会開催 2回 （6/27、2/2） 

・ 定例総会 （7/9） 

・ タッチジャッジ講習会 （7/9） 

・ 表彰式 （2/25） 

 

11. 高専委員会 

第42回全国高等専門学校ラグビーフットボール大会 

 （1/4～1/9 神戸） 

・ 実行委員会 2回（10/12、12/12） 

・ 抽選会 （12/3） 

・ 代表者会議 （1/3） 

・ 開会式（1/4） 
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12. 高校委員会 

・高校委員会（4月、12月） 

・ 9回関西高校少人数校ラグビー交流大会開催 

 

13. 女子委員会 

・関西ユースセレクション（4/24 宝が池） 

・関西ユース練習会（6回） 

・トライアウト（6/12 神戸灘浜Ｇ） 

・第14回関西大会（9/4～10/30 瑞穂、神戸灘浜、大体大） 

・Ｕ18花園セレクション（12/3 瑞穂） 

・女子国内最高峰大会（12/17 皇子山） 

・ユース交流会（Ｊ-ＧＲＥＥＮ堺） 

・U18エキシビジョン（12/25、27 ホムスタ神戸、近鉄花園） 

・ジャパンセブンズ（3/18 瑞穂） 

 

九州ラグビーフットボール協会 

1． レフリー委員会 

・各県委員長会議： 

6月18日:福岡   12月17日:福岡  2月18日:鹿児島 

・九州地区レフリー研修会(8月2日～4日・久住) 

・九州地区トップレフリー研修会 

（7月31日～8月3日・湯布院） 

・九州地区Ｂ級ﾚﾌﾘｰ認定講習会 

（7月30日～8月1日・筋湯） 

・各県巡回指導研修会(1月～3月・各県) 

・若手有望レフリー発掘事業(5月～6月・各県) 

・若手レフリー研修会講師派遣(年4回・各県) 

・レフリー評価委員会(2月25日・福岡) 

 

2． 社会人委員会 

・第49回全九州7人制大会（4月10日・福岡） 

 優勝 Ａﾊﾟｰﾄ コカ・コーラ Ｂﾊﾟｰﾄ 福岡かぶと虫ｸﾗﾌﾞ 

・第31回国体ブロック大会（8月26日～29日・佐賀） 

 決勝 佐賀県  10 - 10  熊本県 

・第40回トップキュウシュウリーグ（9月～12月・各地） 

Ａﾘｰｸﾞ 1位 九州電力  2位 ＪＲ九州  

Ｂﾘｰｸﾞ 1位 山形屋  2位 新日鐵八幡 

・トップキュウシュウﾘｰｸﾞＡ・Ｂ入替戦（12月17日・ 福岡） 

  三菱重工長崎(降格) 31 – 40 新日鐵八幡(昇格) 

三菱自動車水島(降格) 不戦敗 山形屋(昇格) 

・トップリーグチャレンジ２(12月～1月･福岡、東京) 

  ＪＲ九州 5 – 19  ホンダ 

  ＪＲ九州 21 – 99  クボタ 

・トップリーグチャレンジ１(1月・関西、福岡、東京) 

  九州電力 15 – 28 クボタ 

   九州電力 22 – 13 豊田自動織機 

  九州電力 68 – 17  キヤノン  

・トップキュウシュウリーグ代表者会議（2月12日・福岡） 

 

3． クラブ委員会 

・第30回九州惑大会（6月11、12日・八代） 

・第7回九州トップクラブリーグ（9月～12月・各地） 

  Aｸﾞﾙｰﾌ  ゚ 1位 玄海TANGAROA 2位 かぶと虫ｸﾗﾌ ゙

   B ｸﾞﾙｰﾌ ゚  1位 宮崎クラブ 2位 ウルトラマンクラブ 

・九州トップクラブリーグA･B入替戦(12月12日・福岡) 

   Aリーグ 川南クラブ(残留) 26 – 5 ウルトラマンクラブ 

   Bリーグ 熊本ｻﾝﾃﾞー ｽ(゙残留) 45 – 7 ＢＵＬＬＤＯＧＳ 

         シザースクラブ(残留) 29 – 28 りんどうクラブ 

・第37回全九州ｸﾗﾌﾞ・実業団大会（11月19、20日・宮崎 

12月4日決勝･熊本） 

  決勝 りんどうクラブ  36 – 29 ＢＵＬＬＤＯＧＳ 

・各県委員長会議（6月11日・八代、11月19日・宮崎） 

 

4．大学委員会 

・第50回九州商経大学大会（6月18日～21日・北九州） 

  決勝 九州共立大 40 – 14  鹿児島大 

・第61回九州地区大学体育大会(6月25日～29日・福岡） 

  決勝 福岡工業大 36 – 7  福岡大 

・第19回九州学生リーグ（9月～12月・各地） 

  Ⅰ部 1位 福岡工業大  2位 福岡大 

  Ⅱ部 1位 九州大 2位 長崎大 

・第2回九州学生ジュニア戦(9月～10月・福岡他) 

・第11回九州地区対抗大学大会（11月19日～22日・福岡） 

  決勝 大分大 17 – 17  福岡教育大  

・学生リーグⅠ･Ⅱ部入替戦（12月17日・福岡） 

  志學館大(降格) 17 – 19  長崎大(昇格) 

  熊本大(降格) 22 – 44  九州大(昇格) 

・学生リーグⅡ・Ⅲ部入替戦(12月10日・福岡) 

  九州産業大(残留) 17 - 5  福岡教育大 

   北九州市立大(降格)  不戦敗 大分大(昇格) 

 ・各県委員長会議（7月10日、12月10日・福岡） 

 

5． 高専委員会 

・高専チームリーダ講習会（3月30日～4月1日・八代） 

・第20回九州高専新人大会（4月30日～5月8日・福岡） 

15人制決勝 佐世保高専 36– 12 久留米高専 

  7人制決勝 有明高専 7 – 7 熊本高専(熊本) 

・各県委員長会議（11月11日・福岡） 

・第48回九州高専大会（11月12日～15日・福岡） 

  決勝 佐世保高専 22 – 7 久留米高専(熊本) 

 

6． 高校委員会 

・2011ワールドユース交流大会（4月28日～5月5日・福岡）  

・第64回全九州高校大会 （6月18日～21日・福岡） 

 1位Gr  決勝 東福岡 46 – 17 佐賀工業 

 2位Gr  決勝 筑 紫 24 – 18 長崎北陽台 

・第31回国体ブロック大会（8月26、28日・佐賀） 

 Ａﾌﾞﾛｯｸ 決勝 佐賀県 39 – 0  熊本県 

 Ｂﾌﾞﾛｯｸ 決勝 福岡県 33 – 24  長崎県 

・第91回全国高校選手権大会各県予選（9月～各県） 

・Ｕ１６・Ｕ１７九州交流大会(12月17、18日・福岡) 

･2012 ﾜｰﾙﾄﾞﾕｰｽ交流大会予選会(1月2～5日･福岡) 

  決勝 伏見工業 17 - 12 大阪桐蔭  
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・第34回全九州高校新人大会 

（2月18日～22日・鹿児島） 

  決  勝   東福岡 32 – 11 筑紫 

3位決定戦 長崎北 36 – 0 鹿児島実業 

5位決定戦 長崎南山 26 – 0 熊本西 

・その他強化合宿（夏・春）・指導会・各県委員長会議 

  ・九州地区高校普及指導講習会(10人制大会) 

                           (3 月24日～25日･佐賀) 

7． コーチ委員会 

 ・各県委員長会議(9月4日、2月4日) 

・九州協会ﾄｯﾌﾟﾁｰﾑｺｰﾁ･強化ｺｰﾁ会議 

 (9月4日・福岡) 

・育成コーチ養成講習会（1月7日～9日・福岡） 

・ブラッシュアップ講習会(随時・各県) 

・新スタートコーチ養成講習会(随時・各県) 

 

8． 中学生委員会 

・第33回新島杯九州ｼﾞｭﾆｱ大会 

(7月29日～31日・鯛生) 

ＡGr決勝 長与YR(長崎)  50 – 14春日LR(福岡) 

ＢGr 決勝 草ヶ江YR(福岡) 61 – 7鹿児島JRS(鹿児島) 

・第24回新島旗九州中学校大会 

（7月31日～8月2日・鯛生） 

 Ａパート決勝 城南中(福岡) 26 – 19 高鍋西中(佐賀) 

Ｂパート決勝 檍中(宮崎) 24 – 17 百道中(福岡) 

・第12回ｼﾞｭﾆｱﾗｸﾞﾋﾞー 九州大会 (10月8日～10日・熊本) 

 決勝 長崎県 21 – 21 福岡県 

・第13回九州ｼﾞｭﾆｱﾗｸﾞﾋﾞー ｼﾞｬﾝﾎﾞﾘｰ大会 

（1月21、22日・福岡、2月25、26日・島原） 

・各県委員長会議（4月16日・7月30日・10月9日） 

・九州ｼﾞｭﾆｱｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ会議（10月8日～10日・熊本） 

 

9．普及委員会 

 ・普及育成担当者研修会・委員会 

(4月23日～24日・福岡) 

・タグフェスタＩＮ 

 熊本（7月）・福岡（10月）・大分（10月）・沖縄(10月) 

 長崎（11月）・宮崎（2月）・鹿児島（3月）・佐賀(3月) 

・タグ指導者講習会 

熊本(7月)･大分（8月）・長崎（8月）・鹿児島(8月) 

佐賀（8月）・宮崎(11月)・沖縄(12月)・福岡(2月) 

・第38回九州少年ラグビーｰ交歓会 

（8月19日～21日・阿蘇） 

 

・ミニ・ラグビー交流大会 

第12回西九州交流大会（9月11日・福岡） 

第12回東九州交流大会（11月6日・大分） 

第11回南九州交流大会（12月11日・鹿児島） 

第4回沖縄県ミニラグビー交流大会(11月27日・沖縄) 

・ミニ・ラグビー指導者講習会 

鹿児島(5月)・福岡(5月)・大分(7月)・宮崎(7月) 

佐賀(8月)・長崎(10月) 

  ・はじめてのラグビーボール 

   長崎(4月)・佐賀(10月)・鹿児島(10月)・福岡(11月) 

    宮崎(12月)・大分(12月)・沖縄(3月) 

  ・第6回九州女子タグラグビー大会(12月11日・福岡) 

・第7回サントリーカップ全国大会予選 

  福岡(10月)、佐賀(11月)、宮崎(11月)、熊本(11月) 

  大分(11月)、長崎(12月)、鹿児島(12月) 

  沖縄ブロック大会(1月15日・沖縄) 

  九州ブロック大会(1月22日・佐賀) 

 

10．安全対策委員会 

 ・九州安全対策委員長会議(3月3日・福岡) 

・メディカル委員会との合同総会(3月3日・福岡) 

・安全推進講習会(4月～5月) 

・安全推進伝達講習会(1月29日・福岡) 

 

11．強化・セレコン委員会 

 ・トップキュウシュウ、九州学生リーグ視察（9月～12月） 

・強化･セレコン委員会(1月･福岡) 

・九州代表試合関係 

  国際親善 九州代表vs ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ学生選抜 

(4月23日・福岡) 中止 

三地域対抗 九州 vs 関西（3月25日･大分） 中止 

 

12．総務委員会 

・会員名簿の作成（8月） 

・主要スケジュール・メンバー表の作成・配布(都度配布) 

・九州及び、各県公式試合記録の編成・発行(10月) 

・各新聞における関係記事のスクラップ(都度収集) 

 

13．広報委員会 

・日本協会機関誌「協会だより」への投稿（年5回） 

・九州協会ホームページの更新（都度更新） 

・トップリーグ共同記者会見の開催(10月11日・福岡) 

・各メディアへの情報発信、情報交換(随時) 

 

14．メディカル委員会 

・公式戦 マッチドクター派遣  (4月～3月・各県) 

・トップリーグ・メディカルコントロール (14試合・開催県) 

・安全推進伝達講習会(1月29日・福岡) 

・総務委員会（9月4日・福岡） 

・安全対策委員会との合同総会（3月3日・福岡） 

・日本代表チーム帯同医師派遣 

  日本代表、Ｕ２０日本代表 

15．女子委員会 

・九州ユース(U15)トライアウト(4月24日・福岡) 

・九州ユース(U15)菅平キャンプ(7月28日～31日・菅平) 

・九州ユース(U15)セレクションマッチ(8月21日・福岡) 

・高校生以上トライアウト(11月20日・福岡) 

・第1回九州ガールズラグビーフェスタ(12月11日・福岡) 

・U14対関東選抜戦(2月5日・福岡) 
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16. 個人登録制度(傷害見舞金共済運営事業) 

＜登録＞ 

・登録状況 500チーム(+2)、17,061人(-464) 

＜傷害見舞金＞ 

・傷害審査件数 164件(+36) 内、重症事故(死亡) 1件 

・見舞金 3,905千円(-50千円) 

・審査委員会は年12回開催 


